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ぼくのFacebookも
みてほしイワ

岩
倉
市
は

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
37
年
１
月
27
日
）

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
12
月
20
日
）

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
16
年
12
月
６
日
）

　
・
環　

境　

都　

市　

宣　

言（
平
成
25
年
３
月
28
日
）

 

の
ま
ち
で
す
。

小さなまちから大きな夢を
岩倉市民憲章

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って）
育てよう　心　からだ　 みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って）
高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って）
守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って）
つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って）

市の花／つつじ

▲３月15日（土）、図書館で
春の子ども劇場が行われまし
た。

市政の窓 ７

・ 平成26年度後期高齢者医療制度の保険
料のお知らせを郵送します …………… ７
・ 平成26年度の第１号被保険者の介護保
険料をお知らせします ………………… ７
・ 国民健康保険税の納付書を送付します … ８
・非自発的失業者の人は国民健康保険税が
軽減されます …………………………… ８
・国民健康保険一部負担金の減免と徴収猶
予についてお知らせします …………… ８
・４月からの国民年金保険料・年金給付額
をお知らせします ……………………… ８
・合併処理浄化槽の設置費を補助します … ９
・住宅用太陽光発電システムの設置費を補
助します ………………………………… ９
・樹木・樹林に報奨金を交付します …… ９
・岩倉市の障害者福祉をお知らせします … 10
・岩倉市の高齢者福祉をお知らせします … 14
・国民年金保険料の免除申請ができる期間
が拡大されました ……………………… 15
・国民健康保険税の減免制度をお知らせし
ます ……………………………………… 15
・水道水を安心して飲用していただくために … 15
・４月１日から下水道が使用できる区域が
広がります ……………………………… 16
・「緑の募金」にご協力ください ……… 18
・住宅リフォーム促進事業補助金について
お知らせします ………………………… 18
・市民農園の利用者を募集します ……… 18
・意欲的な農業者の農業活動を支援します
「岩倉市農業振興事業助成制度」をご活
用ください ……………………………… 19
・中学生の皆さんへモンゴルの大自然の雄
大さを肌で感じてみませんか ………… 19
・岩倉市観光情報ステーションと情報サロ
ンの業務を統合します ………………… 20
・固定資産（土地・家屋）の価格等の縦覧
をします ………………………………… 20
・岩倉市文化協会春の作品展を開催します … 20
・織田伊勢守信安公・山内一豊公追

つい

悼
とう

会
え

を
行います ………………………………… 21

市民参加条例検討委員会の委員
を募集します 22

健康講座 23
食事の姿勢について
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ポルトガル語情報コーナー 35

平成26年度市民活動助成金
対象事業のお知らせ 36

フォトニュース 37
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は
じ
め
に

　

平
成
26
年
第
１
回
岩
倉
市
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
市
政
運
営
に
対

す
る
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆

様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
先
輩
諸
賢
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
貴
重
な
財
産
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
こ
の
岩
倉
市
を
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
愛
着
の
持

て
る
ま
ち
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
私
の
２
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
も
掲
げ
ま
し
た
「
子
育
て
世
代
住
み
た

い
ま
ち
Ｎ
ｏ
．
１
」
を
目
指
し
て
、
子
育

て
支
援
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
状
況
を
み
ま
す

と
、
安
倍
政
権
発
足
以
来
、
大
胆
な
金
融

政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
「
三
本
の
矢
」

で
あ
る
積
極
的
な
経
済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
）
の
効
果
も
あ
っ
て
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
は
平
成
24
年
10
月
か
ら

５
期
続
け
て
名
目
成
長
率
が
プ
ラ
ス
成
長

と
な
り
、
日
本
経
済
は
確
実
に
上
向
い
て

い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
景

気
回
復
の
実
感
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
や
地
域
経
済
に
は
未
だ
十
分
浸
透

し
て
お
ら
ず
、
業
種
ご
と
の
業
況
に
は
、

ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
全
体
と
し
て
実
感

で
き
る
と
言
い
切
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
４
月
か
ら

は
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
一
つ
の
柱

と
し
て
、
消
費
税
率
を
５
㌫
か
ら
８
㌫
に

引
き
上
げ
て
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、
約
７
０
０

万
人
と
い
わ
れ
る
団
塊
の
世
代
が
続
々
と

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
仲
間
入
り
と
な

り
、
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。
高
齢
化
の
進
展
は
年
金

や
医
療
費
を
膨
ら
ま
せ
、
現
役
世
代
の
負

担
を
重
く
し
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
等
の

医
療
・
福
祉
の
コ
ス
ト
増
が
懸
念
さ
れ
、

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
国
の
一
般
会
計

予
算
案
は
、
前
年
度
当
初
比
３
．
５
㌫
増

の
95
兆
８
千
８
２
３
億
円
と
前
年
度
に
続

き
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

社
会
保
障
関
係
費
は
、
４
．
８
㌫
増
の
30

兆
５
千
１
７
５
億
円
と
毎
年
度
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
交
付
金
等
は
、
地

方
税
収
の
伸
び
を
反
映
し
て
、
１
．
５
㌫

減
の
16
兆
１
千
４
２
４
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
歳
入

歳
出
規
模
は
、
前
年
度
当
初
比
１
．
８
㌫

増
の
83
兆
３
千
７
０
０
億
円
と
前
年
度
に

続
き
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
方
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
取
り
組
み
つ
つ
、
安
定
的
に
財
政
運
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

岩
倉
市
予
算
の
概
要

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
26

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

第
４
次
岩
倉
市
総
合
計
画
と
私
の
２
期
目

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
信
頼
に
応
え
る

１
０
０
策
を
基
本
と
い
た
し
ま
し
た
。
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議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
23
年

５
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
岩
倉
市
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
報
告
会
の
開
催

や
市
民
と
の
意
見
交
換
、
議
員
研
修
の
充

実
に
努
め
ら
れ
、議
会
の
活
性
化
を
図
り
、

よ
り
良
い
市
民
生
活
、
市
民
福
祉
及
び
市

政
発
展
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
行
政

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
お
き
ま
し

て
は
、
大
規
模
事
業
が
重
な
り
、
平
成
12

年
度
の
市
役
所
庁
舎
建
設
時
以
来
の
大
型

予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
認
定
こ
ど

も
園
開
設
に
対
す
る
施
設
整
備
補
助
を
始

め
、
子
育
て
支
援
に
重
点
を
置
く
な
ど
、

事
業
の
選
択
と
集
中
を
行
い
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
予
算
の
配
分
に
配
慮
い
た
し
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額

は
、
１
４
３
億
６
千
万
円
で
平
成
25
年
度

当
初
予
算
比
６
．５
㌫
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
ま
し
て
、市
税
で
は
、

１
千
１
０
０
万
円
増
の
62
億
２
千
６
０
０

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
主
な
市
税
の
状

況
は
、
個
人
市
民
税
で
は
、
高
齢
化
等
に

よ
る
所
得
減
で
２
千
万
円
減
の
26
億
１
千

７
５
０
万
円
、
固
定
資
産
税
で
は
、
家
屋

の
新
築
等
で
２
千
８
０
０
万
円
増
の
24
億

６
千
４
０
０
万
円
、
都
市
計
画
税
に
お
い

て
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
３
０
０
万
円
増

の
４
億
６
千
２
５
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気

回
復
に
よ
る
税
収
増
を
反
映
し
て
減
額
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
３
千
万
円
減
の
15
億
円

と
い
た
し
ま
し
た
。
市
債
は
、
15
．
２
㌫

増
の
11
億
２
千
８
９
０
万
円
と
し
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
６
．

７
㌫
増
の
８
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

施
策
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、
平
成
26
年
度
に
取
り
組
む

６
つ
の
重
点
施
策
と
主
な
新
規
事
業
な
ど

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
健
康
・
福
祉
）」

　

ま
ず
は
、１
つ
目
の
柱
で
あ
り
ま
す「
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。

　

１　

健
康

　

市
民
の
皆
様
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

全
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
行

政
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま

す
。

　

成
人
の
健
康
づ
く
り
で
は
、
運
動
習
慣

を
確
立
し
、
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る

効
果
的
な
手
段
と
し
て
「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

２　

市
民
福
祉

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
社
会
を
迎
え

た
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

に
対
し
て
補
助
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
や
認
知
症

対
策
に
も
効
果
が
あ
る
健
康
運
動
の
「
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」
の
指
導
員
の
養
成
を

行
い
ま
す
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
で
は
、
保
育
園

の
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
に
、
３
歳

未
満
児
を
受
け
入
れ
る
、認
定
こ
ど
も
園
・

私
立
保
育
園
を
開
設
す
る
事
業
者
に
、
施

設
整
備
補
助
金
を
交
付
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
育
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
に
、
南
部
保
育
園
と
仙
奈
保
育
園
の

空
調
機
取
替
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

「
自
然
と
調
和
し
た
安
全
で
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
（
環
境
・
防
災
防
犯
）」

　

２
つ
目
の
柱
は
、「
自
然
と
調
和
し
た

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

　

１　

水
辺
環
境
の
整
備
・
活
用

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に

親
し
ま
れ
て
い
る
五
条
川
を
中
心
と
し
た

身
近
な
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
と
と

も
に
、
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
生
活
環

境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

名
神
高
速
道
路
高
架
下
の
五
条
川
右
岸

に
、
五
条
川
自
然
再
生
整
備
等
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
ベ
ン
チ
等
の
休
憩
施
設
を
設

置
し
、
景
観
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
休
憩
所
等
で
の
犯
罪
抑
止

を
目
的
に
移
動
式
監
視
用
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

　

２　

防
災
・
防
犯

　

防
災
対
策
で
は
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
防
災
行
政
無
線

の
運
用
を
開
始
し
、
一
宮
春
日
井
線
の
高

▲ポールウォーキングの様子

▲五条川沿いに設置されているベ
ンチ
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架
下
に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
や
最
近
の
異

常
気
象
に
よ
る
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

雨
等
の
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
総

務
部
に
危
機
管
理
課
を
新
た
に
設
置
し
て

防
災
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
策
定
し
て
、
市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
日
常
生
活
の

早
期
復
帰
を
図
る
と
同
時
に
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

浸
水
対
策
で
は
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り

五
条
川
が
越
水
し
、
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
い
る
箇
所
に
、
防
災
機
能
も
あ
る
ベ
ン

チ
を
引
き
続
き
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き

鈴
井
門
前
用
排
水
路
を
改
修
し
て
、
浸
水

被
害
を
緩
和
し
て
い
き
ま
す
。

「
豊
か
な
心
を
育
み
人
が
輝
く
ま
ち
（
生

涯
学
習
・
教
育
）」

　

３
つ
目
の
柱
は
、「
豊
か
な
心
を
育
み

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

１　

生
涯
学
習
の
推
進

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
自
分
ら
し
く
充
実
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
涯
学
習
の

推
進
や
学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
で
は
、
郷
土
資
料
室
の
収

蔵
品
を
写
真
に
撮
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

保
存
し
、
文
化
財
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

家
庭
教
育
で
は
、子
育
て
の
た
め
の「
親

の
力
」
を
身
に
つ
け
る
学
習
の
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、「
い
わ
く
ら
子
育
ち

親
育
ち
十
七
条
」
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
多

彩
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど
、
市
民

の
運
動
す
る
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

２　

学
校
教
育

　

学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る

さ
と
で
あ
る
岩
倉
を
理
解
す
る
た
め
の
社

会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
い
わ

く
ら
」
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
力
向
上
を
図
る
た
め
の
教

職
員
研
修
の
あ
り
方
や
学
力
向
上
を
図
る

た
め
の
指
導
方
法
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

岩
倉
北
小
学
校
の
老
朽
化
し
た
滑
り
台
と

グ
ロ
ー
ブ
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
撤
去
し
、
複
合

遊
具
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
昭
和
44
年
に
建
設
し
た
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
大
地
プ
ー
ル
の
跡
地

に
新
た
に
建
設
す
る
た
め
に
、
市
民
協
働

で
策
定
し
た
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
具

体
化
す
る
実
施
設
計
、
用
地
取
得
等
に
着

手
し
ま
す
。

「
快
適
で
利
便
性
の
高
い
魅
力
あ
る
ま
ち

（
都
市
基
盤
）」

　

４
つ
目
の
柱
は
、「
快
適
で
利
便
性
の

高
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

市
民
の
誰
も
が
快
適
で
安
全
・
安
心
な

生
活
を
実
感
し
な
が
ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど

の
良
好
な
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

１　

交
通
対
策

　

交
通
対
策
で
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
及

び
子
育
て
世
代
の
外
出
支
援
、
社
会
参
加

の
促
進
及
び
公
共
施
設
の
利
便
性
の
向
上

を
目
的
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
実
証
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
10
月
か
ら
の
本
格
運
行

に
向
け
て
運
行
方
法
等
に
つ
い
て
、
地
域

公
共
交
通
会
議
で
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

２　

道
路
・
市
街
地
整
備

　

道
路
整
備
で
は
、
北
島
藤
島
線
街
路
改

良
工
事
の
鉄
道
高
架
に
か
か
る
橋
梁
下
部

工
事
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
名
古
屋
市
と
共
同
で
五
条
川

に
架
か
る
天
保
橋
の
建
設
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
駅
東
地
区
の
活
性
化
と
な

る
桜
通
線
街
路
改
良
事
業
に
向
け
て
用
地

取
得
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　

３　

上
水
道

　

上
水
道
で
は
、
地
震
等
の
災
害
時
に
お

い
て
も
安
定
し
た
安
心
で
き
る
水
道
水
の

供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
、
基
幹
管
路
の

耐
震
化
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
（
産
業
）」

　

５
つ
目
の
柱
は
、「
地
域
資
源
を
生
か

し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。

　

本
市
の
特
色
で
あ
る
交
通
の
利
便
性
や

貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
五
条
川
の
桜
並

木
を
生
か
し
た
観
光
や
交
流
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
で
あ
る
農
業
や

商
工
業
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

▲運用が開始される防災行
政無線

▲昨年１０月から実証運行が始まった
「のり愛い～わ号」
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１　

農
業
・
工
業
・
商
業

　

農
業
で
は
、
担
い
手
不
足
と
高
齢
化
が

深
刻
化
し
て
い
く
大
変
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
農
業
振
興
を
図
る
た
め
の

経
費
に
対
し
て
助
成
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
取
れ
た
米
や
野
菜
を
保

育
園
や
小
中
学
校
の
給
食
の
食
材
と
し
て

使
用
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
を
引
き
続
き

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

商
業
で
は
、
防
犯
に
も
効
果
が
あ
る
明

る
い
商
店
街
を
維
持
し
、
ま
た
、
地
球
温

暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
に
も
配
慮
す
る
た

め
に
、
商
店
街
の
街
路
灯
の
電
球
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
交
換
す
る
事
業
に
補
助
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

産
業
振
興
で
は
、
意
欲
あ
る
事
業
者
を

支
援
し
て
い
く
た
め
に
、
特
に
若
い
事
業

者
の
意
見
・
提
案
を
収
集
し
て
い
き
ま
す
。

　

２　

観
光
・
交
流

　

平
成
25
年
度
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い
わ

く
ら
観
光
振
興
会
」
に
委
託
し
て
市
役
所

に
開
設
し
た
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拠
点

と
し
て
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

「
市
民
と
と
も
に
歩
む　

ひ
ら
か
れ
た
ま

ち
（
協
働
・
行
財
政
運
営
）」

　

６
つ
目
の
柱
は
、「
市
民
と
と
も
に
歩

む　

ひ
ら
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
基
本
と
し

た
、
誰
も
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
行
政
情
報
を
広
く
提
供
す
る

な
ど
、
開
か
れ
た
行
政
経
営
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

１　

市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

市
民
協
働
で
は
、
岩
倉
市
自
治
基
本
条

例
に
規
定
す
る
市
民
の
市
政
及
び
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

参
加
と
協
働
に
関
す
る
市
民
参
加
条
例
の

制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２　

行
財
政
運
営

　

行
政
経
営
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の

見
直
し
を
平
成
26
年
度
か
ら
２
年
か
け
て

実
施
し
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、
計
画
の

目
標
指
針
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る

市
政
評
価
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

行
財
政
運
営
で
は
、
組
織
を
一
部
再
編

し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
総
務
部
に
あ
る
税
務

課
を
４
月
か
ら
市
民
部
へ
編
入
し
て
効
率

的
な
組
織
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、多
く
の
職
員
の
退
職
に
併
せ
て
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
や
知
識
を
有
す
る

職
員
を
積
極
的
に
再
任
用
職
員
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
に
お
け
る
市
政
運

営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所
信
を
申
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
び

　

日
本
経
済
も
長
く
続
い
た
デ
フ
レ
で
失

わ
れ
た
自
信
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
㌫
に
上
が

り
、
今
後
の
景
気
の
動
向
に
つ
い
て
不
安

視
す
る
声
も
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ

の
よ
う
な
困
難
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
自

治
基
本
条
例
に
あ
る
と
お
り
、
市
民
、
議

会
の
皆
様
と
と
も
に
語
り
合
い
、
知
恵
を

出
し
合
い
、
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
健
康

で
明
る
い
緑
の
文
化
都
市
」
を
目
指
し
て

一
歩
一
歩
進
む
基
本
の
姿
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
ま

ち
は
、
全
て
の
年
代
に
魅
力
的
な
ま
ち
で

す
。
そ
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
か
ら
刷
新
し
た
ふ
る
さ
と
い

わ
く
ら
応
援
寄
附
金
制
度
は
、
歳
入
の
確

保
と
い
う
よ
り
は
、
岩
倉
市
の
知
名
度
を

上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
始
め
た
も

の
で
す
。
想
定
し
た
以
上
に
全
国
か
ら
申

し
込
み
が
あ
り
、
広
く
岩
倉
市
を
Ｐ
Ｒ
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
岩
倉
市
へ
の
移

住
を
促
す
た
め
に
は
、
ま
ず
は
岩
倉
市
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な

努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
、
岩

倉
市
に
住
ん
で
も
ら
え
る
方
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
施
政
方
針
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▲地元の食材を使用した給食

▲岩倉市PR大使い～わくん

▲市の木 くすのき
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平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
の
お

知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
人
で
普

通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
）
の
人
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
暫

定
保
険
料
決
定
通
知
書
」・「
納
入
通
知
書
」

を
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
期
内
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

平
成
26
年
度
の
第
１
号

被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
65
歳
以
上
の

人
の
平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
料
額
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
保
険
料
額
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
）。

　

年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
特

別
徴
収
の
人
に
は
「
仮
徴
収
額
特
別
徴
収

の
お
知
ら
せ
」
を
、
ま
た
、
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
の
窓
口
や
口
座
振
替
で
納
め
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
人
に
は
「
納
入
通

知
書
（
仮
徴
収
額
通
知
書
）」
を
４
月
上

旬
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
額
を
算
定
す
る
基
礎
と

な
る
平
成
25
年
中
の
所
得
金
額
が
確
定
し

て
い
な
い
た
め
、
ご
案
内
す
る
保
険
料
は

仮
算
定
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
金
額
の
確
定
後
の
本
算
定
額
お
よ

び
月
別
の
納
付
額
は
、
７
月
上
旬
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

平成26年度所得段階別介護保険料
平成24～26年度の基準額（月額） 4,100円（所得段階の第４段階②の額）

所得段階 対象者 計算方法
（100円未満切り捨て） 保険料年額

第１段階
老齢福祉年金受給者で本人および世帯全員が市
民税非課税の人、または生活保護を受給してい
る人

4,100円×0.5×12カ月 24,600円

第２段階 本人および世帯全員が市民税非課税で合計所得
金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人 4,100円×0.5×12カ月 24,600円

第３段階①
本人および世帯全員が市民税非課税で第１段
階・第２段階以外で合計所得金額と課税年金収
入額の合計が120万円以下の人

4,100円×0.63×12カ月 30,900円

第３段階②
本人および世帯全員が市民税非課税で第１段
階・第２段階以外で合計所得金額と課税年金収
入額の合計が120万円を超える人

4,100円×0.75×12カ月 36,900円

第４段階①
世帯員に市民税が課税されていて、本人が市民
税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下の人

4,100円×0.88×12カ月 43,200円

第４段階②
世帯員に市民税が課税されていて、本人が市民
税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円を超える人

4,100円×1.0×12カ月 49,200円

第５段階 本人に市民税が課税されていて合計所得金額が
125万円未満の人 4,100円×1.13×12カ月 55,500円

第６段階 本人に市民税が課税されていて合計所得金額が
125万円以上190万円未満の人 4,100円×1.25×12カ月 61,500円

第７段階 本人に市民税が課税されていて合計所得金額が
190万円以上500万円未満の人 4,100円×1.50×12カ月 73,800円

第８段階 本人に市民税が課税されていて合計所得金額が
500万円以上の人 4,100円×1.75×12カ月 86,100円

※老齢福祉年金　明治44年（1911年）４月１日以前に生まれた人が受けている年金
※合計所得金額　収入から必要経費相当額を差し引いた額
※課税年金収入額　老齢退職年金等の課税年金収入が対象であり、遺族年金・障害年金等の非課税年
金収入は対象となりません
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国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
税
（
納
期

は
年
12
期
）
の
第
１
期
か
ら
第
３
期
分
ま

で
の
普
通
徴
収
の
世
帯
の
納
付
書
を
４
月

10
日
㈭
に
送
付
し
ま
す
。

　

今
回
送
付
し
ま
す
納
付
書
の
保
険
税
額

は
、
税
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
前
年

所
得
金
額
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
第

１
期
か
ら
第
３
期
分
ま
で
の
合
計
は
前
年

度
保
険
税
額
の
12
分
の
３
に
相
当
す
る
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
４
期
以
降
の
保
険
税
に
つ
い
て
は
前

年
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
算
定
し
た
年
税

額
か
ら
第
１
期
か
ら
第
３
期
分
を
差
し
引

い
た
額
を
、
各
納
期
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
保
険
税
は
、
国
や
市
か
ら
の
補

助
金
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
支
え
る

重
要
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ

ガ
を
さ
れ
た
と
き
の
医
療
費
を
は
じ
め
出

産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
等
に
使
わ
れ
ま

す
。
保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
期
内

の
も
の
に
限
り
ま
す
）
で
も
保
険
税
を
納

付
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

非
自
発
的
失
業
者
の
人

は
国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

　

企
業
の
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
職
を
失
い
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
在
職
中

と
同
程
度
の
保
険
料
負
担
水
準
で
済
む
よ

う
に
、
平
成
22
年
度
分
か
ら
、
前
年
給
与

所
得
を
本
来
額
の
１
０
０
分
の
30
と
み
な

し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
事
項

を
ご
確
認
の
う
え
、
対
象
と
な
る
人
は
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
人　

離
職
日
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
例
…

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
例
…

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
人
で
す
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
（
理
由
コ
ー
ド
）
が
、「
11
、
12
、
21
、

22
、
23
、
31
、
32
、
33
、
34
」
に
該
当
す

る
人
で
す
。

※
特
例
受
給
資
格
者
証
（
短
期
雇
用
特
例

被
保
険
者
の
人
）、
お
よ
び
高
年
齢
受
給

資
格
者
証
（
65
歳
到
達
日
以
後
に
離
職
さ

れ
た
人
）
の
人
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
軽
減
額　

国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、

所
得
割
額
部
分
は
前
年
の
所
得
に
よ
り
算

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
軽
減
は
、
前
年
の

給
与
所
得
を
そ
の
１
０
０
分
の
30
と
み
な

し
て
行
い
ま
す
。

●
軽
減
期
間　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
そ

の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期

間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
届
出
が
遅
れ
て
も
遡
及
し
て
軽
減
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
届
出
に
必
要
な
も
の

★
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

★
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

★
印
鑑

　

な
お
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
、

受
給
期
間
を
終
了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
紛

失
・
滅
失
し
て
い
る
場
合
は
届
け
出
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
再
交
付

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
犬

山
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
課
☎
０
５

６
８
‐
６
１
‐
２
１
９
６
）
等
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
届
出
・
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医

療
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま

で
。

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担

金
の
減
免
と
徴
収
猶
予
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

岩
倉
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
災
害
な

ど
予
期
し
な
い
特
別
な
事
情
で
、
利
用
で

き
る
資
産
な
ど
の
活
用
を
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
世
帯
の
生
活
の
維
持
が
著
し
く

困
難
と
な
っ
た
と
き
は
、
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費（
一
部
負
担
金
）

の
減
額
や
免
除
ま
た
は
徴
収
猶
予
を
行
っ

て
い
ま
す
。
申
請
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

４
月
か
ら
の
国
民
年
金

保
険
料
・
年
金
給
付
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
国
民
年
金
保
険
料
】

　

４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
５
千
２
５
０

円
で
す
。

【
年
金
給
付
額
】

　

４
月
か
ら
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
給

付
額
は
、月
額
６
万
４
千
４
０
０
円
で
す
。

●
問
合
先　

一
宮
年
金
事
務
所
（
☎
０
５
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８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
７
）
ま
で
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
費
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚

れ
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人
に
次
の
と
お
り
設
置
費
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
と
な
る
地
域　

尾
張
都
市
計

画
下
水
道
岩
倉
公
共
下
水
道
に
係
る
都
市

計
画
決
定
区
域
を
除
く
市
内
全
域

●
補
助
対
象
条
件

・
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
構
造
基
準
に
適
合

す
る
も
の

・
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

除
去
率
90
㌫
以
上
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
20

㎎
／
ℓ
（
日
間
平
均
値
）
以
下
の
機
能
を

有
す
る
20
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽

●
対
象
と
な
ら
な
い
人

・
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
の
審
査
を
受

け
ず
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

人
。

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
人
で
、
賃
貸
人
の

承
諾
を
得
ら
れ
て
い
な
い
人
。

・
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
人
。

・
自
ら
の
住
居
を
目
的
と
す
る
住
宅
以
外

に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
。

・
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
を
す
る
こ

と
に
伴
い
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

人
。

●
補
助
限
度
額

★
５
人
槽　
　
　
　

33
万
２
千
円

★
６
〜
７
人
槽　
　

41
万
４
千
円

★
８
〜
10
人
槽　
　

54
万
８
千
円

★
11
〜
20
人
槽　
　

93
万
９
千
円

●
申
請
・
問
合
先　

環
境
保
全
課
環
境
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
費
を
補

助
し
ま
す

　

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
次
の
と
お
り

設
置
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
シ
ス
テ
ム　

住
宅
の
屋
根
等
へ
の

設
置
に
適
し
た
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有

り
で
連
結
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で

未
使
用
の
も
の

●
補
助
対
象
者　

①
市
内
で
自
ら
が
所
有
し
、
か
つ
、
居
住

す
る
住
宅
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
人
、
ま
た
は
市
内
で
自
ら
居
住

す
る
た
め
、
新
築
す
る
住
宅
に
あ
わ
せ
て

対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人

②
市
内
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
、
建
売
住

宅
供
給
者
か
ら
対
象
シ
ス
テ
ム
付
き
新
築

住
宅
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
人

●
補
助
の
金
額　

発
電
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力

値
（
単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
出
力
４
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
４
キ

ロ
ワ
ッ
ト
と
し
て
計
算
）
に
２
万
円
を
乗

じ
た
額

●
申
込
方
法　

環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー

プ
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
岩
倉
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　

環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。

樹
木
・
樹
林
に
報
奨
金

を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
身
近
な
み
ど
り
の
保

護
、
保
全
を
図
る
た
め
、
社
寺
境
内
等
の

樹
木
ま
た
は
樹
林
、あ
る
い
は
屋
敷
林
等
、

民
有
地
の
み
ど
り
を
「
保
護
樹
・
保
護
樹

林
」
と
し
て
指
定
す
る
制
度
を
制
定
し
て

い
ま
す
。

　

該
当
す
る
樹
木
等
の
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
は
、積
極
的
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
末
の
指
定
状
況

★
保
護
樹
…
90
本

★
保
護
樹
林
…
９
カ
所

●
指
定
基
準

★
保
護
樹
…
地
上
１
・
５
㍍
の
高
さ
に
お

け
る
幹
の
周
囲
が
１
・
５
㍍
以
上
ま
た
は
、

高
さ
が
15
㍍
以
上
の
も
の

★
保
護
樹
林
…
樹
林
と
し
て
存
す
る
土
地

の
面
積
が
５
０
０
平
方
㍍
以
上
の
も
の

●
報
奨
金
額

★
保
護
樹
…
１
カ
所
１
本
年
額
５
千
円
、

２
本
以
上
は
年
額
１
万
円

★
保
護
樹
林
…
１
カ
所
年
額
２
万
円

●
樹
勢
診
断
と
治
療
費
の
助
成

　

指
定
し
た
樹
木
が
損
傷
、
あ
る
い
は
病

害
虫
等
が
原
因
で
衰
え
た
場
合
は
、
市
で

派
遣
す
る
樹
木
医
に
よ
っ
て
樹
勢
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
診
断
費
用
は

市
が
負
担
し
ま
す
）。

　

診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
所
有
者
等
と
市

が
協
議
し
、
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
治
療
に
必
要
な
経
費
の
２
分

の
１
の
額
（
限
度
額
は
25
万
５
千
円
）
を

助
成
し
ま
す
。

●
申
請
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
問
合
先　

都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。
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岩倉市の障害者福祉をお知らせします
　市では、心身に障害のある人の日常生活を支援し、その人を介護するご家族の負担を軽減するために、さまざ
まな制度を設けています。
　ただし、それぞれに要件がありますので、事前に介護福祉課までご相談ください。
●申込・問合先　介護福祉課障害福祉グループ（☎３８－５８０９）まで。
事業名 内　容 対象者 備　考

心身障害
者扶助料

対象者に月額３，０００円を支給し
ます。

次のいずれかに該当する人
①身体障害者手帳１・２級
②療育手帳Ａ判定
③精神障害者保健福祉手帳１級

施設入所者は除く
対象者に月額２，５００円を支給し
ます。

次のいずれかに該当する人
①身体障害者手帳３・４級
②療育手帳Ｂ判定
③精神障害者保健福祉手帳２級

対象者に月額１，５００円を支給し
ます。

次のいずれかに該当する人
①身体障害者手帳５・６級
②療育手帳Ｃ判定
③精神障害者保健福祉手帳３級

在宅重度
障害者手
当

対象者に月額１５，５００円を支給
します（１種）。

身体障害者手帳１・２級かつＩＱ３５以下
の人

施設入所者、３カ月以上の入院者
は除く
所得制限、併給制限あり
２種の人は手帳初回交付時に６５
歳以上であった場合、支給対象と
なりません

対象者に月額６，７５０円を支給し
ます（２種）。

次のいずれかに該当する人
①身体障害者手帳１・２級
②療育手帳Ａ判定
③身体障害者手帳３級かつＩＱが５０以下

特別児童
扶養手当

対象者に月額４９，９００円を支給
します。

次のいずれかに該当する２０歳未満の障害
児を監護、養育されている人
①発達障害を含むＩＱ３５以下程度
②身体障害１～２級程度 施設入所者は除く

所得制限あり

対象者に月額３３，２３０円を支給
します。

次のいずれかに該当する２０歳未満の障害
児を監護、養育されている人
①発達障害を含むＩＱ５０以下程度
②身体障害３級（４級の一部含む）程度

特別障害
者手当

対象者に月額２７，０５０円を支給
します。

次のいずれかに該当する２０歳以上の障害
者
①身体障害２級（一部を除く）以上の障害
を重複してお持ちの人
②身体障害２級（一部を除く）以上の障害
をお持ちの人で、ＩＱ２０以下の人または、
常時介護が必要な精神障害をお持ちの人
③身体障害２級（一部を除く）以上の障害
をお持ちの人または、ＩＱ２０以下の人も
しくは常時介護が必要な精神障害をお持ち
の人で、他に身体障害３級相当の障害を２
つ以上お持ちの人
④身体障害２級（一部を除く）以上の障害
をお持ちの人または、ＩＱ２０以下の人も
しくは同程度の障害や病状をお持ちの人
で、日常生活においてほぼ全面介助が必要
な人

施設入所者、３カ月以上の入院者
は除く
所得制限、併給制限あり
特に重度の人には手当額が加算さ
れます
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事業名 内　容 対象者 備　考

障害児福
祉手当

対象者に月額１５，２９０円を支給
します。

次のいずれかに該当する２０歳未満の障害
者
①身体障害１級（２級の一部を含む）の障
害をお持ちの人
②ＩＱ２０以下の人
③上記と同程度の障害や病状で、常時介護
が必要な人 施設入所者は除く

所得制限、併給制限あり
特に重度の人には手当額が加算さ
れます

経過的福
祉手当

次のいずれかに該当する２０歳以上の障害
者で、従来の福祉手当受給者のうち特別障
害者手当、障害基礎年金および特別障害給
付金のいずれも受給していない人
①身体障害１級（２級の一部を含む）の障
害をお持ちの人
②ＩＱ２０以下の人
③上記と同程度の障害や病状で、常時介護
が必要な人

日常生活
用具の給
付等

重度の障害児・者が自力で日常生活
を営めるよう特殊寝台、入浴補助用
具、人工喉頭、ストマ用装具などを
給付または、貸与します。
※原則１割負担

次のいずれかに該当する人
①身体障害者手帳または、療育手帳をお持
ちの人
②難病患者等

障害の種別や等級等に制限があり
難病には対象疾患あり

小児慢性
特定疾患
児日常生
活用具給
付

小児慢性特定疾患児に対し、日常生
活の便宜を図るため、特殊寝台、入
浴補助用具、吸入器、電気式たん吸
引器などを給付します。
※収入によって費用の一部自己負担
あります

小児慢性特定疾患医療給付を受けている人

補装具費
の支給

身体障害者に対し、身体機能の障害
を補い日常生活を容易にするため、
補聴器、車いす、義肢等の交付や修
理を行います。
※原則１割負担

次のいずれかに該当する人
①身体障害者手帳をお持ちの人
②難病患者等

障害の種別や等級等に制限があり
難病には対象疾患あり

心身障害
者福祉タ
クシー料
金助成

心身障害者がタクシーを利用すると
きの基本料金と迎車料金を助成する
利用券を月３枚お渡しします。

次のいずれかをお持ちの人
①身体障害者手帳１・２級
②身体障害者手帳内容に、下肢、体幹また
は視覚の３級が記載
③療育手帳Ａ判定
④精神障害者保健福祉手帳１級

施設入所者は除く

リフトタ
クシー料
金助成

通常の車での移動が困難なねたきり
老人等にリフトタクシー利用券を交
付し、料金の半額（上限５，０００
円）を助成します（月1枚）。

次のいずれかに該当する人
①常時ねたきりで在宅の人
②要介護４または５で在宅の人
③身体障害者手帳下肢・体幹１級で在宅の
人

手話通訳
者派遣

聴覚障害者、音声言語機能障害者が
公的機関等へ外出する場合に手話通
訳者を派遣します。

聴覚障害または音声・言語機能障害のため
意思疎通を図ることに支障がある人（手話
によって意思疎通が図れる人）

要約筆記
者派遣

聴覚障害者、音声言語機能障害者が
公的機関等へ外出する場合に要約筆
記者を派遣します。

聴覚障害または音声・言語機能障害のため
意思疎通を図ることに支障がある人（手話、
口話を理解できない人）
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事業名 内　容 対象者 備　考

自動車運
転免許取
得費助成

障害者の自動車運転免許取得費の一
部を助成します（費用の３分の２以
内、上限１０万円）。

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの人

所得制限あり

自動車改
造費助成

身体障害者が就労などのため、所有
の自動車の操行装置等の一部を改造
する場合、その経費を助成します（上
限１０万円）。

身体障害者手帳をお持ちで、運転免許証に
「免許の条件」が付されている人

所得制限あり

入浴サー
ビス

家庭において自力または介護による
入浴が困難な重度身体障害者等に対
し、各家庭に移動入浴車を派遣し入
浴サービスを行います。

身体障害者手帳の体幹・下肢障害１・２級
をお持ちの人

心身障害
者扶養共
済

障害者の将来のために、保護者が健
康なうちに掛金を拠出し、保護者が
死亡したり重度障害となった場合、
障害者に年金を支給します（年金１
口当たり２万円）。

身体障害者手帳１～３級または、療育手帳
をお持ちの人

掛金は加入時の加入者（保護者）
の年齢によって異なります

原子爆弾
被爆者受
診費助成

原子爆弾被爆者が広島市または長崎
市内の病院で受診するために必要な
費用の一部を助成します。

岩倉市に１年以上お住まいで被爆者健康手
帳をお持ちの人

自立支援
医療の給
付

育成医療

身体の機能の回復を図る
ために必要となる医療の
給付（医療に要する費用
の支給）を行います。
※所得により自己負担あ
り（原則、医療費の１割）

１８歳未満の身体上の障害をお持ちの人

所得制限あり更生医療

身体の機能の回復を図る
ために必要となる医療の
給付（医療に要する費用
の支給）を行います。
※所得により自己負担あ
り（原則、医療費の１割）

１８歳以上身体障害者

精神通院

精神にかかる疾病を治療
するために必要となる通
院医療費を公費で負担し
ています。
※所得により自己負担あ
り（原則、医療費の１割）

精神障害者
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事業名 内　容 対象者 備　考

精神障害
者医療費
の支給

精神通院治療に係る保険診療のうち
自己負担分を助成します。

自立支援医療受給者証（精神通院）をお持
ちの人

精神入院治療に係る保険診療のうち
自己負担分を助成します。

「精神保健および精神障害者福祉に関する
法律」第５条の規定による精神障害と判断
された人

保険診療のうち自己負担分を助成し
ます。精神通院医療を受ける場合は、
自立支援医療受給者証も併せて、提
示する必要があります。

精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ち
の人

　７５歳以上の人と一定程度の障
害の状態にある６５歳以上の人は、
障害者医療の助成を受けることが
できません。後期高齢者医療制度
の被保険者となっていただき、後
期高齢者福祉医療で助成します。
　他の制度で医療費の助成を受け
られる人は、病院や市民窓口課保
険医療グループにご相談ください。

障害者医
療費の支
給

保険診療のうち自己負担分を助成し
ます。入院時の食事代や差額室料、
保険対象外の医療費については助成
できません。

次のいずれかに該当する人
①身体障害１～３級をお持ちの人
②身体障害４級をお持ちの人で、障害名が
腎臓機能障害の人
③身体障害４～６級をお持ちの人で、障害
名が進行性筋萎縮症の人
④ＩＱ５０以下の知的障害の人
⑤自閉症状群と診断された人

後期高齢
者福祉医
療費の支
給

後期高齢者医療制度の加入者で、次のいず
れかに該当する人
①身体障害１～３級をお持ちの人
②身体障害４級をお持ちの人で、障害名が
腎臓機能障害の人
③身体障害４～６級をお持ちの人で、障害
名が進行性筋萎縮症の人
④ＩＱ５０以下の知的障害の人
⑤自閉症状群と診断された人
⑥精神障害者保健福祉手帳１・２級の人
⑦戦傷病者（所得制限があります）
⑧精神障害の措置入院患者、結核の勧告、
措置入院患者
⑨母子家庭等の人（所得制限があります）
⑩市民税非課税世帯で介護保険の要介護認
定４または５を受け、寝たきりまたは認知
症により生活介護を３カ月以上継続して受
けている人
⑪市民税非課税世帯で、ひとり暮らし認定
を受けている人

身体障害
者住宅改
善費助成

身体障害者に対し、住宅改善に要す
る対象工事費の２分の１を助成しま
す（上限５０万円）。

身体障害者手帳の体幹・下肢・視覚障害１・
２級をお持ちの人

有料道路
通行料金
の割引

身体障害者が自ら自動車を運転する
場合、または重度の障害者が乗車し、
その移動のために介護者が自動車を
運転する場合、有料道路の通行料金
が半額になります。

身体障害者手帳または、療育手帳A判定を
お持ちの人

N H K受
信料の免
除

障害者に対し、ＮＨＫ受信料が全額
または半額免除されます。

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの人

障害等級、所得等に制限あり
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岩倉市の高齢者福祉をお知らせします
　市では、高齢者の皆さんに住みなれた地域で安心して暮らしていただくために、さまざまな制度を設けていま
す。ただし、それぞれに要件がありますので事前に介護福祉課までご相談ください。
●申込・問合先　介護福祉課高齢福祉グループ（☎３８－５８０９）まで。

事　業　名 内　　　　　　　　　　　　容
６５歳
以上

ひとり暮
らし老人

高齢者
夫婦世帯

ねたきり
老人

認知症
老人

要介護要
支援認定

生活支援型給食
サービス

聞き取り調査で承認された人を対象に、毎日夕食を配達
します（年末年始を除く）。※１食３４０円

○ ○

緊急通報システ
ム設置

コールセンターとつながった緊急通報装置を設置し、
コールセンターが緊急時に消防署へ救助を要請したり相
談をお聴きしたりします。
※設置時に自己負担があります。夫婦共に７０歳以上の
高齢者のみの世帯が対象です。

○
○

（※７０
歳以上）

○

寝具丸洗・乾燥 対象者の使用する寝具を丸洗乾燥・乾燥します。 ○ ○
ねたきり老人等
介護者手当

ねたきり老人等を在宅で３カ月以上介護している人に月
額５，０００円の手当てを支給します。

○ ○
要介護
４・５

老人日常生活用
具給付

生活状況により、電磁調理器等の生活用具を支給します。
※課税状況に応じ、自己負担があります。

○ ○

訪問理美容サー
ビス

理美容師が対象者宅を訪問して整髪等を行います。 ○
要介護
４・５

紙おむつ支給

ねたきり老人を在宅で介護している人に介護用品（紙お
むつ）を支給します。
※非課税世帯（要介護者および家族介護者の属する世帯
全員）が対象です。

○ 要介護
４・５

シルバー優待証
明カード交付
（県制度）

名古屋港ポートビル等の施設を無料もしくは割引で見学
できる優待カードを交付します。 ○

すこやかタク
シー料金助成

８５歳以上高齢者の日常生活における活動を容易にでき
るよう、タクシー利用券（基本料金と迎車料金を助成）
を支給します（月２枚）。

○
（※８５
歳以上）

リフトタクシー
料金助成

移動が困難な在宅のねたきり老人等にリフトタクシー利
用券を交付し、料金の半額（上限５，０００円）を助成
します（月１枚）。

○ 要介護
４・５

家具転倒防止器
具取付

地震などによる家具の転倒を防ぐため家具転倒防止器具
を取り付けます。 ○ ○

徘徊高齢者家族
支援サービス

徘徊行動のある高齢者に対する位置情報専用端末機を家
族介護者に貸出します。
※１カ月５４０円の利用料と情報提供料を利用者に負担
していただきます。

○ ○

家族介護者慰労
金助成

ねたきり老人等を在宅で介護し、１年間介護保険のサー
ビスを利用しない家族を対象に、介護慰労金を支給しま
す（年額１０万円）。
※非課税世帯が対象です。

要介護
４・５

高齢者等賃貸住
宅住み替え助成

高齢者等の世帯が、優良賃貸住宅または、これに準ずる
住宅に住み替えをする場合、引越しにかかる費用の半額
（上限２０万円）を助成します。
※所得要件があります。

○

高齢者住宅改善
費助成

手すりの設置や段差解消など住宅改善等に要する経費を
助成します（上限５０万円）。
※認定が非該当となった人も対象となります。

○

高齢者等救命バ
トン配布

冷蔵庫で保管し、救急時に備える救命バトン一式を配布
します。
※夫婦共に６５歳以上の高齢者のみの世帯が対象です。
６５歳未満でも、ひとり暮らしで障害・病気等で健康状
態に不安を抱える人も対象となります。

○
○

（※６５
歳以上）

　ひとり暮らし老人は、認定が必要です。また、高齢者夫婦世帯とは夫婦ともに７５歳以上の世帯です。
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国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
が
で
き
る
期
間

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

●
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
時
や
失

業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
を
免
除

す
る
保
険
料
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
の
免

除
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
失
業
な
ど

特
例
免
除
の
対
象
期
間
も
拡
大
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
の
支

払
い
を
猶
予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
学
生
納
付
特
例
制

度
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
学
校
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
等
で
法
定
免
除

を
受
け
て
い
る
人
は
、
法
定
免
除
期
間
で

あ
っ
て
も
、
保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る

「
納
付
申
出
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先　

一
宮
年
金
事
務
所
（
☎
０
５

８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
７
）
ま
た
は
、
市

民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
年
金
担
当
（
☎

３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
制
度
を
お
知
ら
せ
し

ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
は
、
本

年
中
の
所
得
の
激
減
、
長
期
療
養
、
災
害

な
ど
に
よ
り
著
し
く
生
活
が
苦
し
く
な
り

保
険
税
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
で
、

減
免
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
保
険
税
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
減
免

さ
れ
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
被
用
者
保
険

（
社
会
保
険
、
共
済
組
合
等
）
の
被
保
険

者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
65
歳
以
上
の
被
扶
養

者
が
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

制
度
の
概
略
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
減
免
の
理
由
が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
に

は
、
減
免
額
の
大
き
い
理
由
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

水
道
水
を
安
心
し
て
飲

用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
　

市
で
は
、
安
心
し
て
水
道
水
を
飲
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
水
道
法
に
基
づ

き
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

水
質
検
査
の
計
画
と
結
果
に
つ
い
て

は
、
上
下
水
道
課
で
い
つ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

上
下
水
道
課
上
水
道
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
６
）
ま
で
。

減免理由 減免割合

所得の激減
前年中の所得が３００万円以下で、今年の所得が前年に比較し
て大幅に減少する見込みの場合

減少の程度により所得割額および均等割額の一部を
減免

長期療養者
前年中の所得が３００万円以下かつ、今年の所得が前年に比較
して大幅に減少する見込みで、６カ月以上療養中または、継続
して６カ月以上療養を要する場合

療養期間に到来する納期限に係る納付額の全部

災害による損
害

災害により、自己所有の住宅または、家財に３割以上の損害（保
険金・共済金などで補てんされる金額を除く）を受けた場合

前年中の所得、損害の程度により所得割額を最高全
額まで減免

固定資産税の
減免

岩倉市税条例第６６条の規定により、固定資産税の減免を受け
た場合

減免を受けた固定資産税による資産割額

被用者保険の被保険者が後期高齢者医療制度に移行することにより、国民健
康保険に加入することとなった６５歳以上の被扶養者

被扶養者に係る所得割額および資産割額の全額
被扶養者に係る均等割額の一部
被扶養者のみで構成される世帯の場合の平等割額の
一部
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４
月
１
日
か
ら

下
水
道
が
使
用
で
き
る

区
域
が
広
が
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
西
市
町
、
大
地
町
、
稲

荷
町
の
一
部
の
区
域
で
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

区
域
内
の
人
で
、
浄
化
槽
を
お
使
い
の

場
合
は
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ

さ
い
。
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合

は
、
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る

区
域
内
の
人
で
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
工
事

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
益
者
負
担
金　

下
水
道
整
備
区
域
内

に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
負
担
金

が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
そ
の
土
地
が
、
地
上
権
、
質
権
、

使
用
貸
借
ま
た
は
賃
貸
借
に
よ
る
権
利
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
対
象
区
域
の
土
地
を
所
有
し
て

い
る
皆
さ
ん
へ
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
工
事
は
指
定
工
事
店
で　

排
水
設
備
工

事
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
は
、
市
が
指

定
し
た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま

せ
ん
。
次
頁
表
の
「
指
定
工
事
店
一
覧
」

か
ら
選
ん
で
工
事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

●
排
水
設
備
工
事
費
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

　

下
水
道
の
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
次

の
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん（
無
利
子
）

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は

指
定
工
事
店
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
工
事
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

す
る
工
事
…
60
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
個

増
す
ご
と
に
30
万
円
以
内
を
加
算
）

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
30
万
円
以

内
（
浄
化
槽
が
１
個
増
す
ご
と
に
15
万
円

以
内
を
加
算
）

●
雨
水
対
策
に
ご
協
力
を　

新
た
に
下
水

道
へ
接
続
す
る
時
は
、
既
存
の
浄
化
槽
は

不
要
と
な
り
ま
す
。
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留

施
設
へ
転
用
さ
れ
ま
す
と
、
河
川
や
排
水

路
へ
の
雨
水
の
流
出
が
抑
え
ら
れ
、
浸
水

被
害
の
緩
和
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

溜
ま
っ
た
雨
水
を
散
水
等
に
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
工
事
後
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

●
問
合
先　

上
下
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
５
）
ま
で
。

新しく下水道が使用できる区域

平成２６年４月１日から下水道が使用できる区域
平成２７年４月１日から下水道が使用できる予定の区域

岩倉中学校

岩倉市
消防本部 国衙公園

御土井公園
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岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧
平成２６年３月１日現在　５７社

指定工事店名 住　　　　　所 電話番号
有限会社　アイセイ工業 一宮市南小渕間之田６９－２ ０５８６－６４－５７８２
アスカ設備　株式会社 海部郡大治町大字砂子字山ノ前７６３番地１ ０５２－４４４－３３８３
有限会社　新井工業 新柳町二丁目５６番地 ３７－０３５３
株式会社　石原水道 海部郡蟹江町大字須成字市場１３３１番地 ０５６７－９５－０５１６
株式会社　イチテック　岩倉支店 西市町西市２６番地　メゾンサクライ１０２号 ３７－３４４１
伊藤水道工業　株式会社　岩倉支店 鈴井町法成寺３８番地４ ３７－１３４５
有限会社　今井工業所 一宮市桜一丁目１７番１０号 ０５８６－７２－７７１２
株式会社　大崎工務店　岩倉支店 中央町三丁目１５番地 ３７－４８３４
有限会社　岡田工業 海部郡蟹江町学戸四丁目６番地 ０５６７－９５－８６８３
有限会社　小田設備 江南市島宮町城２３番地 ５４－６１０９
尾張テクアス　株式会社 一宮市和光二丁目２番地９ ０５８６－７２－１７９６
協立設備工業　株式会社 名古屋市千種区高見１－１８－９ ０５２－７５１－２００４
栗本土木　株式会社 八剱町１７２１番地１ ６６－３３３３
ＧＲＯＷＴＨ（グロース）　株式会社 名古屋市守山区小幡太田１５番２０号 ０５２－７９７－９１８８
後藤設備 一宮市泉１－２－７ ０５８６－７２－８５６１
有限会社　小森管工 井上町畑田１４８番地 ３７－５８２３
桜井工業　株式会社 西市町西野々２０番地 ３７－２２０５
株式会社　佐藤水工社 小牧市小木五丁目４３６番地 ０５６８－７３－４１９１
有限会社　佐藤設備 北名古屋市六ツ師松葉１１５番地 ０５６８－２２－５７２６
佐藤配管　株式会社 愛西市日置町上川田１０２ ０５６７－２４－４８２５
株式会社　サンコーエンヂニア 春日井市二子町二丁目１６番地１２ ０５６８－３１－５２３７
三東設備工事　株式会社 名古屋市千種区桜が丘２２６番地 ０５２－７８２－２３２２
株式会社　ジェーケー・サービス 江南市古知野町熱田２０ ５４－０５００
株式会社　城東設備 犬山市大字前原字北中根３番地２ ０５６８－６５－１２２７
昭和土建　株式会社　岩倉支店 旭町二丁目２４番地２０２号 ３７－６６２５
株式会社　菅原設備 津島市元寺町三丁目２１番地２ ０５６７－２４－１７４３
関戸工業　株式会社 西市町桝東１０番地２ ６６－６３３６
善勝　有限会社 津島市元寺町二丁目４０番地 ０５６７－２２－５２００
株式会社　大栄企業 中本町南白山１番地１５ ６６－３３２１
大興建設　株式会社　岩倉支店 新柳町一丁目２７番地 ６６－０７９２
ダイスイ設備　株式会社 名古屋市熱田区古新町二丁目７３－２ ０５２－６８１－６０１９
竹内建築　株式会社 東町長山１８番地１ ６６－２１１８
株式会社　タテビシ設備 本町宮東２８番地２ ３７－２７３４
中部水道　株式会社 春日井市出川町二丁目２１番地７ ０５６８－５２－１５２３
有限会社　富田設備 名古屋市守山区新守西２００３番地 ０５２－７９１－４６７６
株式会社　永井組 江南市草井町西７番地 ５９－８２２１
中島工業　株式会社 一宮市明地字風張３５番地１ ０５８６－６９－６８８８
株式会社　丹羽組 神野町縄境７番地 ３７－７０００
株式会社　丹羽工務店 大市場町郷廻２３４番地 ６６－０５５０
株式会社　長谷川組　岩倉支店 稲荷町羽根１２番地６ ６６－５２２９
有限会社　八信建設 八剱町樋口１７番地１ ３７－３９６２
ハヤカワ工業　株式会社 一宮市桜二丁目２番１０号 ０５８６－７１－４４７５
菱川工業　株式会社 一宮市大赤見字大山西２１番地 ０５８６－７７－０６６７
有限会社　日野設備 一宮市緑三丁目６番地１号 ０５８６－２４－２４５１
福崎建設　株式会社 稲沢市赤池居道町１４５番地 ２１－７０７０
船橋設備　株式会社 一宮市浜町五丁目２１番地１ ０５８６－７１－３００２
株式会社　増岡水道設備 みよし市打越町上屋敷４０番地３６ ０５６１－３４－３１４３
株式会社　間瀬設備工業 旭町二丁目３９番地２ ３７－５７６７
株式会社　松本工務店 大市場町順喜２７番地１ ６６－１１６８
真野工業　株式会社 名古屋市熱田区波寄町２番２７号 ０５２－８８４－３１１１
株式会社　ヤジマ 江南市宮後町砂場東２７３番地 ５４－０２２７
株式会社　山新設備 津島市唐臼町西島３３番地 ０５６７－３１－０４２７
有限会社　ヤマセツ 愛西市稲葉町村南２９番地１ ０５６７－２４－２２２２
株式会社　ヤママ住設 小牧市大字東田中字南新田１６００番１ ０５６８－７７－６９８５
有限会社　ユタカ設備 下本町西沼７０番地２ ６６－１８６０
株式会社　吉村商会 一宮市緑一丁目８番２号 ０５８６－２４－３８０１
株式会社　渡邊組　岩倉支店 石仏町たり４５番地 ６６－６４６２
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「
緑
の
募
金
」
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

緑
の
募
金
は
、「
緑
の
募
金
に
よ
る
森

林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た

募
金
は
、
学
校
・
公
園
等
へ
の
植
樹
、
緑

化
木
・
草
花
の
配
布
、
み
ど
り
の
少
年
団

の
育
成
、
樹
木
診
断
等
、
身
近
な
緑
化
の

推
進
や
森
林
整
備
に
関
す
る
事
業
費
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
、
春
の
緑
の
募
金
期
間
と

し
て
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、「
緑

の
募
金
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
募
金
期
間
は
愛
知
県
春
の
緑
化

強
調
期
間
と
も
重
な
り
、
県
植
樹
祭
を
は

じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

緑
を
ふ
や
し
、
緑
を
ま
も
り
、
緑
を
ひ

ろ
げ
る
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
募
金
取
扱
機
関

・
県
下
各
市
町
村
役
所
・
役
場

・
愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事
務
所

●
実
施
主
体　

公
益
社
団
法
人　

愛
知
県

緑
化
推
進
委
員
会

●
問
合
先　

都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
住
生
活
環
境
の
向
上
や
地
域

経
済
の
発
展
を
図
る
た
め
、
居
住
し
て
い

る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
費
用
の
一

部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
（
予
算
の

範
囲
内
で
先
着
順
）

●
対
象
と
な
る
工
事　

市
内
に
本
社
を
有

す
る
法
人
ま
た
は
個
人
の
施
工
業
者
を
利

用
し
、
平
成
27
年
３
月
末
日
ま
で
に
完
了

す
る
工
事
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
工
事

①
岩
倉
市
補
助
事
業
等
の
工
事
費
か
ら
補

助
金
を
除
い
た
額
ま
た
は
補
助
金
を
除
い

た
額
と
併
せ
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

を
足
し
た
額
が
20
万
円
以
上
の
工
事

②
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
額
が
20
万
円
以

上
の
工
事

※
岩
倉
市
補
助
事
業
等
と
は
、
①
民
間
木

造
住
宅
耐
震
改
修
費
等
補
助
事
業
（
内
耐

震
判
定
値
を
１
．
０
以
上
に
す
る
工
事
に

限
る
）
②
住
宅
嵩
上
浸
水
対
策
事
業
③
民

間
住
宅
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
④
居
宅
介

護
住
宅
改
修
費
補
助
事
業
⑤
高
齢
者
住
宅

改
善
費
助
成
事
業
⑥
身
体
障
害
者
住
宅
改

善
費
助
成
事
業
⑦
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
事
業
⑧
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
⑨
下
水
道
排
水
設
備

工
事
に
な
り
ま
す
。

※
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と
は
、
老
朽
化
に
よ

る
住
宅
の
修
繕
の
た
め
の
工
事
や
、
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
（
床
）
や
壁
紙
の
張
り
替
え
、

外
壁
の
塗
り
替
え
な
ど
の
工
事
に
な
り
ま

す
。

※
工
事
は
、
補
助
金
の
申
請
を
行
い
、
補

助
金
交
付
決
定
が
あ
っ
て
か
ら
着
手
し
て

く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
決
定
前
に
行
わ

れ
た
工
事
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居
住
し

て
い
る
人

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

●
補
助
金
の
額

　

対
象
と
な
る
工
事
①
は
対
象
工
事
費
の

10
㌫
で
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業
は

20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
工
事
②
は
対
象
経
費
の

５
㌫
で
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
問
合
先　

都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。

市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜
作
り

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
余
暇
の
時
間
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
農
園
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
空
区
画
の
募
集
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。
野
菜
作
り
が

初
め
て
の
人
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
資
格　

市
内
在
住
の
人
（
一
世
帯

に
一
区
画
）。

●
利
用
期
間　

４
月
〜
平
成
27
年
３
月

（
１
年
更
新
で
最
長
５
年
間
の
延
長
可
）

●
利
用
料
金　

年
間
３
千
円

●
募
集
区
画
数

★
稲
荷
町
市
民
農
園
…
５
区
画

●
申
込
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭

●
申
込
方
法　

商
工
農
政
課
に
あ
る
利
用

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
抽
選
に
つ
い
て　

申
込
多
数
の
場
合

は
、
４
月
11
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
、
市
役

所
７
階
第
３
委
員
会
室
で
抽
選
を
行
い
ま

す
。

●
問
合
先　

商
工
農
政
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
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意
欲
的
な
農
業
者
の
農
業
活
動
を
支

援
し
ま
す
「
岩
倉
市
農
業
振
興
事
業

助
成
制
度
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

農
業
者
等
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
る

農
業
振
興
事
業
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
助
成
対
象
事
業
・
金
額　

市
内
の
認
定

農
業
者
・
農
業
活
動
団
体
等
が
行
う
左
表

の
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
会
で
審
査
の
う
え
、
助
成

の
決
定
を
行
い
ま
す
。

●
事
業
期
間　

平
成
26
年
度
中
に
実
施
さ

れ
る
事
業

●
申
請
の
手
続
き　

所
定
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月
18
日
㈮

ま
で
に
商
工
農
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
合
先　

商
工
農
政
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

中学生の皆さんへ

モンゴルの大自然の雄大さを肌で感じてみませんか
　岩倉市教育委員会では、将来を担う中学生の皆さんに、国際的な視野と見識を深めてもらうため、海外に
派遣する中学生を募集します。
　モンゴルは、雄大な大自然に恵まれ、伝統的な文化や生活を満喫できる国です。現地ではキャンプやホー
ムステイをして、学校訪問や乗馬体験、星座観察などの体験活動を行いますので、ぜひ応募してください。
●派遣先　モンゴル　ウランバートル
●派遣期間　８月３日（日）～９日（土）６泊７日※日程については、変更になる場合があります。
●応募資格　★市内に在住の中学生（私立中学生も含む）
　　　　　　★心身ともに健康で、研修意欲が旺盛な生徒
　　　　　　★事前研修などに参加できる生徒
　　　　　　★保護者の同意が得られる生徒
　　　　　　★過去に派遣されたことのない生徒
●募集人数　１４人（中学３年生８人、中学１・２年生６人を原則とします。）
●参加費用　１人あたり３万円
（パスポート取得費など個人的な経費は別途必要です。また、各自で保険への加入をお願いします。）
●申込方法　４月７日（月）から５月９日（金）までに参加申込書に必要事項を生徒本人が記入のうえ、市
立中学校の中学生は在籍する学校へ、それ以外の中学生は、学校教育課へ提出してください。
※参加申込書は、学校教育課および各市立中学校にあります。
●選考方法　グループワーク・面接・英語インタビュー等を実施のうえ選考し、後日公開抽選で決定します。
●選考日　５月１７日（土）午後２時から市役所で行います。
●抽選日　５月２４日（土）午前９時から市役所で行います。なお、やむをえない事情で参加できない場合
に限り代理出席を認めます。
●問合先　学校教育課学校教育グループ（☎３８－５８１８）まで。

事業区分 助成事業 助成金額
農作物等振
興事業

ブランド野菜等の振興や地産地消の推進
など、農作物の消費拡大や振興に寄与す
るものであること。

事業費の２分の１以
内
※個人５万円、団体
30万円を上限とす
る。

農業経営等
支援事業

オペレータの育成や新規就農者の育成、
農業機械の整備など、地域農業者の経営
の安定に寄与するものであること。
ただし、オペレータとして愛知北農業協
同組合の委託を受ける者または認定農業
者等の認定者若しくは認定を受けようと
する人であること。

事業費の３分の１以
内
※100万円を上限と
する。

遊休農地等
活用推進事
業

農業体験農園やふれあい農園等の整備な
ど、遊休農地の活用に寄与するものであ
ること。

事業費の２分の１以
内
※1,000円／10㎡を
上限とする。

都市景観農
業振興事業

景観作物の栽培など、都市景観農業の向
上に寄与するものであること。

事業費の２分の１以
内
※個人５万円、団体
30万円を上限とす
る。

交流事業 農業者と消費者との交流や、農業振興に
資するイベントなど、農業に対する理解
促進に寄与するものであること。

事業費の３分の１以
内
※団体のみで、50
万円を上限とする。

その他の事
業

その他、農業振興に寄与するもので、審
査会の意見等に基づき、市長が特に必要
と認める事業。

事業費の２分の１以
内
※30万円を上限と
する。
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岩
倉
市
観
光
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
情
報
サ
ロ
ン
の

業
務
を
統
合
し
ま
す

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ
く
ら
観
光

振
興
会
は
、
岩
倉
市
か
ら
委
託
を
受
け
、

観
光
情
報
等
を
一
元
的
に
集
約
し
、
情
報

発
信
す
る
た
め
の
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
市
役
所
１
階
に
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
次
の
と
お
り
情
報
サ
ロ
ン
業
務
も
併

せ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

●
場
所　

市
役
所
１
階 

（
従
来
の
場
所
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
開
設
内
容　

観
光
情
報
の
提
供
、
い
〜

わ
く
ん
グ
ッ
ズ
の
販
売
お
よ
び
情
報
サ
ロ

ン
の
業
務
な
ど

●
変
更
点　

情
報
サ
ロ
ン
に
設
置
し
て
あ

る
パ
ソ
コ
ン
は
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

み
閲
覧
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
利
用
料　

無
料

●
委
託
者　

岩
倉
市

●
主
管　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ
く

ら
観
光
振
興
会

●
問
合
先　

岩
倉
市
観
光
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎
８
１
‐
３
３
６
８
）
ま
た
は
、

商
工
農
政
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

※
情
報
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
秘
書
課
広
報

広
聴
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
２
）

ま
で
。

固
定
資
産
（
土
地
・
家

屋
）
の
価
格
等
の
縦
覧

を
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
は
、
納
税
者

の
皆
さ
ん
が
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と

の
比
較
を
通
じ
て
自
己
の
資
産
の
価
格
が

適
正
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

●
と
き　

４
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

●
と
こ
ろ　

税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

●
縦
覧
で
き
る
帳
簿

★
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
記
載
事
項
…

所
在
・
地
番
・
課
税
地
目
・
課
税
地
積
・

評
価
額
・
市
街
化
区
分
）

★
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
記
載
事
項
…

所
在
・
地
番
・
家
屋
番
号
・
構
造
・
用
途
・

課
税
床
面
積
・
評
価
額
・
建
築
年
）

●
縦
覧
で
き
る
人　

市
内
に
所
在
す
る
土

地
ま
た
は
、
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
納
税

義
務
者
と
同
居
の
親
族
・
納
税
管
理
人
・

納
税
義
務
者
の
委
任
を
受
け
た
代
理
人
。

　

な
お
、
土
地
だ
け
を
所
有
し
て
い
る
人

は
土
地
の
縦
覧
帳
簿
の
み
、
家
屋
だ
け
所

有
し
て
い
る
人
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
の
み

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
手
数
料　

無
料

●
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の　

納
税
義
務

者
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
等
）

　

ま
た
、代
理
人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は
、

納
税
義
務
者
と
代
理
人
の
押
印
が
あ
る
委

任
状
（
法
人
の
場
合
は
、
委
任
状
に
代
表

者
印
を
押
印
し
た
も
の
）
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先　

税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。

岩倉市文化協会春の作品展を開催します
　岩倉市文化協会では、春・夏・秋・冬の４回にわたって四季を感じさせる作品
展を開催します。今回春の作品展は加盟団体より、岩倉市書道連盟、岩倉市茶華
道連盟が日ごろの活動の成果を発表します。ぜひお立ち寄りください。
【岩倉桜まつり協賛　岩倉市書道連盟小品展～春をテーマに～】
●とき　３月３１日（月）午前９時～４月６日（日）午後３時

【岩倉市茶華道連盟～春も盛り　野山の花を　いけ花に～】
●とき　４月７日（月）午前１０時～１２日（土）
午後３時
●ところ　市役所２階市民ギャラリー
●問合先　生涯学習課生涯学習グループ
（☎３８‐５８１９）まで。
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織
田
伊
勢
守
信
安
公
・

山
内
一
豊
公
追つ
い

悼と
う

会え

を

行
い
ま
す

　

戦
国
時
代
に
岩
倉
城
主
と
し
て
尾
張
地

方
の
北
半
国
を
支
配
し
て
い
た
織
田
伊
勢

守
信
安
公
と
、
そ
の
家
老
で
あ
っ
た
山
内

盛
豊
を
父
に
も
つ
山
内
一
豊
公
を
し
の
ん

で
、
ゆ
か
り
の
誓
願
寺
で
追
悼
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

４
月
５
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ　

誓
願
寺
（
下
本
町
）
織
田
伊

勢
守
信
安
公
墓
前

※
追
悼
会
終
了
後
、
神
明
生
田
神
社
山
内

一
豊
公
誕
生
地
碑
前
で
献
花
を
行
い
ま

す
。
併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。

平
成
26
年
度
の
年
金
出

張
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
一
宮
年
金
事
務
所
職
員

に
よ
る
年
金
出
張
相
談
を
、
奇
数
月
の
第

１
水
曜
日
に
開
設
し
ま
す
。
厚
生
年
金
、

国
民
年
金
を
含
め
た
年
金
全
般
の
相
談
や

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
混
雑
時
に
は
相
談
の
受
付
を

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
具
体

的
な
お
話
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
７
日
㈬
・
７
月
２
日
㈬
・

９
月
３
日
㈬
・
11
月
５
日
㈬
・
平
成
27
年

１
月
７
日
㈬
・
３
月
４
日
㈬
、
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

●
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

●
持
ち
物　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印

鑑
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
。
請
求
手
続

き
等
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
宮
年
金

事
務
所
に
必
要
な
も
の
を
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

※
市
役
所
の
市
民
窓
口
課
で
も
、
年
金
事

務
所
へ
の
提
出
書
類
等
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
本
人
の
身

分
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
年
金
に
関
す
る
手
続
き
は
、
一
宮
年

金
事
務
所
ま
た
は
他
の
年
金
事
務
所
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
問
合
先　

一
宮
年
金
事
務
所(

☎
０
５

８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
７)

ま
た
は
、
市

民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
年
金
担
当
（
☎

３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
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　市民参加条例検討委員会は、岩倉市自治基本条例で規定されている「市民参加と協働」と「住民投
票」に関する条例の制定に向けて検討していくものです。
　この委員会は、公募で選ばれた委員のほか、識見者、地域団体・市民活動団体の代表者、市職員で
構成します。

●会議　平日の昼間　月１回程度
●期間　５月～平成２７年３月（予定）
●募集人数　２人
●報酬　１回５，０００円
●応募資格　市内に在住・在勤、ま

 

たは市内で公益的な活動を行っている人
●応募方法　 応募用紙に必要事項を記入のうえ、郵送、Ｅメールまたは持参にて提出してください。

応募用紙は企画財政課および市民活動支援センター（市民プラザ内）にあります。岩倉
市ホームページ（アドレス裏表紙参照）からダウンロードすることもできます。

●応募期間　４月１日（火）～２５日（金）（郵送の場合は、当日消印有効）
●審査・結果　応募内容を審査後、応募者全員に結果をお知らせします。
● 応募・問合先　企画財政課企画政策グループ（〒４８２－８６８６〔住所不要〕企画財政課
　☎３８－５８０５、 ６６－６１００、Ｅメールkikakuzaisei@city.iwakura.lg.jp）

　岩倉市自治基本条例では、協働によるまちづくりを推進するため、協働の仕組みとし
て、このように規定しています。

第１０条　市民参加と協働
～市民の参加の機会を保障～

議会と執行機関は
・ 市民が市政やまちづくりに参加ができ
るよう環境整備に努めます。

・ 市民の提案や意見を市政とまちづくり
に反映させるよう努めます。

市民、議会と執行機関は
・ 対等な立場で連携・協力し、協働のた
めの環境づくりに努めます。

第１２条　住民投票
～市民の意思を反映～

市長は
・ 市政に関する重要な事項について、住
民の意思を市政に反映するため、住民
投票が実施できます。

議会と市長は
・ 住民投票の結果を尊重します。

市民参加条例検討委員会の委員を募集します
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今
回
は
生
活
の
中
で
健
康
増
進
を
図
る

方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

食
事
の
姿
勢
に
つ
い
て
で
す
。

　

食
事
は
背
筋
を
伸
ば
し
て
行
儀
よ
く
食

べ
な
さ
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
で
は
姿

勢
が
悪
い
と
何
故
健
康
に
良
く
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

例
え
ば
犬
食
い
の
よ
う
な

猫
背
は
身
体
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
口
の
変
化
と

し
て
、
下
の
顎
が
前
に
出
ま
す
。
上
下
の

前
歯
が
強
く
当
た
り
奥
歯
の
当
た
り
は
弱

く
な
り
ま
す
。
奥
歯
で
食
べ
物
を
噛
み
こ

な
し
難
く
な
る
わ
け
で
す
。
内
臓
は
圧
迫

さ
れ
た
う
え
、
噛
み
潰
さ
れ
て
い
な
い
食

べ
物
を
消
化
す
る
わ
け
で
す
か
ら
余
分
に

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
身
体
の
た
め
に
栄

養
を
取
る
は
ず
の
食
事
が
逆
に
負
担
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
が
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
椅
子
で
の
姿
勢
で
説
明
し

ま
す
（
た
だ
し
、
食
事
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
か
ら

一
人
で
食
べ
る
と
き
に
や
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
）。
ま
ず
足
の
裏
が
床
に
着
い
た
状

態
で
親
指
が
し
っ
か
り
床
を
押
せ
る
位
置

が
大
切
で
す
。
親
指
を
意
識
す
る
こ
と
は

立
っ
た
姿
勢
、
歩
く
姿
勢
に
も
良
い
影
響

を
与
え
ま
す
。
そ
し
て
鼻
呼
吸
が
し
や
す

い
位
置
に
顎
を
引
き
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま

す
。
咀そ

嚼し
ゃ
く

運
動
は
顎
だ
け
で
な
く
全
身
を

使
う
運
動
で
す
。
咀
嚼
運
動
中
に
頭
は
頷

き
様
の
運
動
を
し
ま
す
。
頭
は
５
㌔
㌘
ほ

ど
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
わ
け
で
す
か
ら

姿
勢
が
悪
い
と
身
体
に
余
分
な
負
担
が
掛

か
り
ま
す
。
良
い
姿
勢
で
食
事
を
す
る
と

体
幹
を
支
え
る
背
筋
が
活
性
化
し
、
姿
勢

の
安
定
化
に
役
立
ち
ま
す
。
次
に
食
べ
物

を
口
に
運
び
ま
す
が
、
な
る
べ
く
少
し
の

量
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
、
箸
を
持
つ

動
作
な
ど
、
今
行
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識

し
自
分
の
動
作
と
し
思
考
の
変
化
を
観
察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
食
べ
物
を
口
に
入
れ

た
ら
箸
を
置
き
咀
嚼
運
動
に
集
中
し
て
く

だ
さ
い
。
余
計
な
事
を
考
え
ず
に
食
べ
物

の
食
感
、
味
の
変
化
、
舌
の
動
き
な
ど
に

意
識
を
集
中
し
ま
し
ょ
う
。
目
を
閉
じ
れ

ば
視
覚
情
報
が
遮
断
さ
れ
咀
嚼
運
動
に
集

中
で
き
ま
す
。
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
も
と
も
と
顔
は
魚
の
え
ら
か
ら
発

生
進
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
よ
く
咀
嚼
す

る
こ
と
は
え
ら
を
動
か
す
こ
と
と
同
じ
で

顔
の
表
情
を
作
る
筋
肉
が
活
性
化
し
、
循

環
と
呼
吸
を
助
け
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
余
計
な
事
を
考
え
ず
に
、
今
、

確
実
に
存
在
す
る
動
作
を
正
し
い
姿
勢
で

観
察
す
る
の
で
す
。
余
計
な
事
を
考
え
る

暇
も
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
禅
の
食

事
作
法
は
厳
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
姿
に
は
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
今
に
集

中
し
、
雑
念
が
無
く
、
周
囲
と
調
和
し
た

状
態
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
健
康
も
そ

の
よ
う
な
状
態
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
食
事
を
通
し
て
皆
さ
ん
が

健
康
で
美
し
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

食
事
の
姿
勢
に
つ
い
て

 

尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉
支
部　

健　康

講　座



暮らしのガイド

24平成26年4月1日

広告 広告

催し
●
視
覚
障
害
者
の
つ
ど
い

　

視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を

目
的
に
「
視
覚
障
害
者
の
つ
ど

い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

４
月
19
日
㈯
午
前
10

時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
会
議

室▼
内
容　

視
覚
障
害
者
の
市
福

祉
制
度
説
明
、
情
報
交
換
・
交

流
な
ど

▼
そ
の
他　

視
覚
障
害
者
の
ご

家
族
の
人
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先　

介
護
福
祉
課
障
害

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
０
９
）

　

み
ど
り
の
家

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

４
月
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学

の
卒
業
生
と
在
校
生
で
構
成
さ

れ
、
活
動
開
始
か
ら
10
数
年
の

ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏

を
お
届
け
し
ま
す
♪　

い
ろ
い

ろ
な
構
成
の
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
♪　

入
場
無
料
。

▼
と
き　

４
月
20
日
㈰
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▼
出
演　

天
神
山
ブ
ラ
ス
ア
ン

サ
ン
ブ
ル

▼
曲
目　

プ
レ
ム
ル
「
デ
ィ
ベ

ル
テ
ィ
メ
ン
ト
」、ビ
ン
ジ
「
コ

ル
ネ
ッ
ト
カ
リ
ヨ
ン
」、
ゲ
デ

ィ
ケ
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
エ
チ
ュ

ー
ド
」　

ほ
か

▼
問
合
先　

地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
77
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
20
日
㈰
午
前
10

時
〜
（
午
前
９
時
受
付
開
始
）

※
雨
天
予
備
日
27
日
㈰

▼
と
こ
ろ　

野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
種
目　

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス

▼
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
人
（
高
校
生
以
上

対
象
）

▼
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

当
日
、
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
合
先　

岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
小
池
（
☎
３
７
‐
１

８
７
８
）

●
４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

　

岩
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は

４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
、
十
字
に
張
っ
た
ネ
ッ
ト
を

は
さ
ん
で
、４
つ
の
チ
ー
ム（
１

チ
ー
ム
４
人
）
が
ボ
ー
ル
を
打

ち
合
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
基
本
的

な
ル
ー
ル
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

同
じ
で
す
。
ボ
ー
ル
は
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

誰
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

　

皆
で
楽
し
く
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

５
月
17
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

※
会
員
は
１
０
０
円

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
不
可



25

暮らしのガイド

平成26年4月1日

広告広告

▼
募
集
チ
ー
ム
数　

10
チ
ー
ム

※
１
チ
ー
ム
４
人

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

小
学
３
年
生
以
上

▼
持
ち
物　

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど

▼
そ
の
他　

け
が
等
の
応
急
処

置
は
し
ま
す
が
、
保
険
手
当
以

上
の
治
療
は
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

▼
申
込
期
限　

５
月
11
日
㈰

（
先
着
順
）

▼
申
込
・
問
合
先　

岩
倉
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
‐

２
２
２
２
）

●
こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
あ

み
〜
ご
」

　
「
あ
み
〜
ご
」
は
、
心
が
疲

れ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
て
い
る

人
や
、
家
か
ら
一
歩
踏
み
出
し

た
い
人
が
、
無
理
な
く
ゆ
る
や

か
に
参
加
で
き
る
場
所
で
、
精

神
障
害
者
家
族
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
た
ち
に
よ
り
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス

で
、
自
由
に
ゆ
っ
た
り
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
月
第
１
・
第
３
金

曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
祝
日
は
除
く
）

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
２
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル
（
和

室
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
お
茶

菓
子
代
）

▼
問
合
先　

介
護
福
祉
課
障
害

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
０
９
）
ま
た
は
、
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
３
７
‐
３
１
３
５
）

募集●
岩
倉
市
い
き
い
き
介
護

サ
ポ
ー
タ
ー

　

市
で
は
、
昨
年
７
月
か
ら
高

齢
者
が
介
護
保
険
施
設
等
で

「
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
」
を

行
い
、
そ
の
活
動
実
績
に
応
じ

て
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
換
金

で
き
る
「
岩
倉
市
い
き
い
き
介

護
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
実
施

し
て
お
り
、
す
で
に
20
人
以
上

の
人
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
目
的　

こ
の
制
度
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
高

齢
者
が
、
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
に
よ
り
地
域
へ
の
貢
献
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
自
身
の
介
護
予
防
に
資

す
る
と
と
も
に
、
さ
さ
え
合
う

す
こ
や
か
な
長
寿
社
会
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

▼
ポ
イ
ン
ト
の
換
金　

１
時
間

の
活
動
で
１
ス
タ
ン
プ
、
１
ス

タ
ン
プ
を
１
ポ
イ
ン
ト
に
換
算

し
１
日
２
ポ
イ
ン
ト
、
年
間
50

ポ
イ
ン
ト
を
限
度
と
し
ま
す

（
１
ポ
イ
ン
ト
を
１
０
０
円
に

換
算
し
、
年
間
５
千
円
を
上
限

に
翌
年
度
換
金
し
ま
す
）。

▼
主
な
活
動
内
容　

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
等
の
指
導
・
参
加
支

援
、
お
茶
出
し
・
配
膳
・
下
膳

な
ど
の
手
伝
い
、
散
歩
・
外
出
・

施
設
内
移
動
の
補
助
、
行
事
等

の
手
伝
い
、
話
し
相
手
な
ど

▼
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録　

社

会
福
祉
協
議
会
で
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
提
示
し
介
護
サ
ポ

ー
タ
ー
登
録
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、「
岩
倉
市

い
き
い
き
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
手

帳
」
を
受
け
取
り
、
活
動
先
の

紹
介
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳

以
上
（
岩
倉
市
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
）
で
、
ポ
イ
ン
ト

換
金
時
に
介
護
保
険
料
の
滞
納

な
ど
が
な
い
人
。

▼
そ
の
他　

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー

活
動
に
つ
い
て
の
簡
単
な
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
年
間
４
０
０
円
の
損
害
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
登
録
・
問
合
先　

社
会
福
祉

協
議
会（
☎
３
７
‐
３
１
３
５
）

市民スペース情報
●生涯学習センターギャラリー
【ふすま　作品展示】
▶とき　 ４月４日（金）午前１１時～１０日（木）午後

７時
▶問合先　浅田（☎３８－６４０４）
● 市民スペースに関する問合先　生涯学習課生涯学習グ
ループ（☎３８－５８１９）
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空手道連盟
名　称 会　場 と　き 会　費 対　象 募集 指導者 申込先

北空手道 総合体育
文化センター

水・金曜日
午後６時30分～９時

入会金　2,000円
　月　　1,000円

一般
小・中・高校生 多数 太田勝己

田中伸行 会場で受け付け

五条川
空手道

五条川小学校
体育館

月・水曜日
午後７時～８時30分

入会金　2,000円
　月　　1,500円

一般
小・中・高校生 多数 舩橋茂樹

丹羽金昇 会場で受け付け

東新町
空手道

岩倉団地
集会所

月・木曜日
午後７時～９時

　月　　3,500円 一般
小・中・高校生 多数 村松真理子

大石　武 会場で受け付け
東小学校
体育館

金曜日
午後７時～９時

バレーボール協会
団体名 会　場 と　き 会　費 対　象 申込先

岩倉北バレーボール 市立体育館
（北小学校内）

土曜日
午後２時30分～４時30分 月　   300円 婦人 会場で受け付け

岩倉南Ｖバレーボール 南小学校体育館

水曜日
午後７時～９時30分
土曜日
午後１時30分～４時30分

年　10,000円 婦人 会場で受け付け

岩倉東バレーボール 東小学校体育館 水曜日
午後７時30分～９時30分 月　   500円 婦人 会場で受け付け

五条川バレーボール 五条川小学校体育館 土曜日
午後２時30分～５時 月　   500円 婦人 会場で受け付け

曽野バレーボール 曽野小学校体育館 火・土曜日
午後７時～９時30分 月　   600円 婦人 会場で受け付け

岩倉すみれバレーボール 総合体育文化センター 水曜日
午前９時30分～正午 月　   800円 婦人 会場で受け付け

つくしバレーボール 市立体育館
（北小学校内）

土曜日
午後７時～９時30分 年　10,000円 婦人 会場で受け付け

岩倉ＦVⅠ 市立体育館
（北小学校内）

月曜日
午後７時30分～９時30分 月　   500円 高校生以上の女子 会場で受け付け

男子バレーボール岩倉 市立体育館
（北小学校内）

土曜日
午後零時30分～２時30分 年　 1,600円 高校生以上 会場で受け付け

バドミントン協会
団体名 会　場 と　き 会　費 対　象 申込先

北小バドミントン 市立体育館
（北小学校内）

火曜日
午後７時30分～９時30分 月　   700円 小学5年生以上 会場で受け付け

東小バドミントン 東小学校体育館 月曜日
午後７時30分～９時30分 月　   500円 小学5年生以上

(初心者歓迎) 会場で受け付け

五条川小バドミントン 五条川小学校体育館 土曜日
午後７時30分～９時30分 月　   500円 小学5年生以上 会場で受け付け

曽野小バドミントン 曽野小学校体育館 木曜日
午後７時30分～９時30分 月　   500円 小学5年生以上

(初心者歓迎) 会場で受け付け

南中バドミントン 南部中学校体育館 土曜日
午後７時30分～９時30分 月　   700円 小学5年生以上 会場で受け付け

総体バドミントン 総合体育文化センター
木曜日午前９時～午後１時 月　 1,000円

小学5年生以上 会場で受け付け
土曜日午後７時～９時 月　 1,000円
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暮らしのガイド

名　称 会　場 と　き 会　費 対　象 募集 指導者 申込先

ソフトテニス
協会

野寄テニス
コート

水・土・日曜日
午前９時～午後１時

入会金　 2,000円
　年　　12,000円 高校生以上 多数 小池幸夫

会場で受け付け
小池幸夫
090－4447－3137

剣道連盟

岩倉中学校
弘道館

月・金曜日
午後６時45分～９時30分

　年　　 5,000円 中学生以上 多数 松岡良高
松下明房 会場で受け付け

総合体育文化
センター

土曜日
午後６時～９時

居合道 岩倉中学校
弘道館

水・土曜日
午後６時45分～９時30分 　月　　 1,500円 小学校

５年生以上 多数 松岡良高
松下明房 会場で受け付け

柔道会 総合体育
文化センター

火・木・土曜日
午後７時～９時

入会金　 1,000円
　年　　 5,000円

高校生
一般 多数 小林勝輝

鉄屋征志

会場で受け付け
小林勝輝
66－6922

サッカー
協会

石仏スポーツ
広場

第１・３土曜日
午前９時～午後５時
日曜日
午前９時～午後５時

　年　　12,000円
ジュニア
一般
シニア

多数 服部光知哲 会場で受け付け

テニス協会 野寄テニス
コート

土・日曜日
午前９時～午後５時

入会金　 3,000円
　月　　   800円 一般 多数 渡辺茂男 会場で受け付け

スキー部 未定 随時 入会金　 1,000円
　年　　 2,000円 一般 多数 長谷川雄一 長谷川雄一

090－1833－1028

山岳会 総合体育
文化センター

例会・月２回
午後７時30分～９時

入会金　 4,000円
　年　　 6,000円 一般 多数 栗木洋明 加藤幸博

090－3445－0924

ゴルフ部会 小牧国際
ゴルフクラブ

火曜日
午前９時～11時
水曜日
午後８時～10時

　年　　 1,000円 一般 多数 山内幹夫
会場で受け付け
山内幹夫
37－1585

バスケット
ボール部

総合体育文化
センター

土曜日
午後７時～９時 　月　　   500円 一般 多数 山口有香 会場で受け付け

　軟式野球・ソフトボール（男子・女子）を希望されるチームは、軟式野球（事務局）大野正昭（☎57－0205）、
ソフトボール（事務局）小島保光（☎37－0472）までご連絡ください。

卓球協会
名　称 会　場 と　き 会　費 対　象 募集 指導者 申込先

北小卓球 市立体育館
（北小学校内）

木曜日
午後７時30分～９時30分

年会費
一般 6,250円
65歳以上 5,400円
高校生 5,250円
小・中学生 2,500円

一般
高校生 多数 谷　正明 会場で受け付け

東小卓球 東小学校
体育館

日曜日
午前９時～正午

高校生
一般 多数

曽我金作
会場で受け付け

小・中学生 八尾　弘

五条川小
卓球

五条川小学校
体育館

金曜日
午後７時30分～９時30分

一般
高校生 多数 久村幸則 会場で受け付け

南中卓球 南部中学校
体育館

水曜日
午後７時30分～９時30分

一般
高校生 多数 村瀬正男 会場で受け付け

ママさん
卓球

総合体育
文化センター

木曜日
午前９時～正午 婦人 20人 小林啓子 会場で受け付け

岩倉市体育協会の会員を募集します
▶問合先　岩倉市体育協会事務局（生涯学習課スポーツグループ内☎３８－５８１９）
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●
い
わ
く
ら
少
年
少
女
合

唱
団
第
21
期
生

　

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団

で
は
、
第
21
期
生
を
募
集
し
ま

す
。

　

当
合
唱
団
は
、
平
成
６
年
７

月
に
結
成
さ
れ
、
現
在
16
人
の

団
員
が
い
ま
す
。

　

市
民
音
楽
祭
や
愛
知
県
少
年

少
女
合
唱
連
盟
合
唱
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
演
、
市
内
施

設
で
の
演
奏
な
ど
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

歌
の
好
き
な
人
、
私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん

か
。
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
申
し
込
み
に
は
保

護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
資
格　

小
学
校
１
年
生

か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
、
生
徒
で
定
例
の
練
習
日
に

参
加
で
き
る
人
。

▼
入
団
説
明
会　

５
月
10
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
き
ら
き
ら
広

場
（
南
小
学
校
内
）

▼
練
習
が
見
学
で
き
ま
す

★
と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
５
日

㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
・
き
ら
き
ら
広
場
、
４
月
12

日
㈯
・
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
・
み
ど
り
の
家

▼
定
例
練
習　

毎
週
土
曜
日

★
第
１
・
３
土
曜
日
…
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
・
き
ら
き

ら
広
場

★
第
２
・
４
土
曜
日
…
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
・
み
ど
り

の
家

▼
費
用
等　

入
団
金
１
千
円
、

団
費
月
額
１
千
５
０
０
円
、
制

服
貸
与
料
年
額
２
千
円
（
他
に

楽
譜
代
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
）

▼
今
年
度
の
主
な
予
定

★
８
月
29
日
㈮
愛
知
県
少
年
少

女
合
唱
連
盟
第
18
回
合
唱
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
出
演

★
11
月
２
日
㈰
第
43
回
市
民
音

楽
祭
参
加

★
12
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
２
０
１
４

「
イ
ン
セ
ク
ツ
・
ワ
ー
ル
ド
〜

フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
よ
り
〜
」

出
演

▼
問
合
先　

ピ
ア
ゴ
岩
倉
店
西

隣
井
上
皮
膚
科
（
☎
３
７
‐
２

１
０
０
）
ま
た
は
、
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
９
）

●
図
書
館
人
形
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

図
書
館
で
は
、
毎
年
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
は
９
月
13
日
㈯
に
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
Ｐ
Ｒ
、
子

ど
も
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
の
企

画
、
当
日
の
会
場
運
営
な
ど
で

す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま
で
月

に
１
・
２
回
程
度
集
ま
っ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

▼
応
募
方
法　

４
月
15
日
㈫
ま

で
に
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
電
話
可
）。

▼
問
合
先　

生
涯
学
習
課
図
書

館
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
７
‐
６
８

０
４
）

講座
教室

　

希
望
の
家

●
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
教
室

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
は
、
音
楽
で

楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
持
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る

能
力
を
引
き
出
す
た
め
の
教
育

で
す
。
お
母
さ
ん
の
育
児
ス
ト

レ
ス
の
解
消
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
音
色

で
ふ
ん
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
。
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
。

▼
と
き　

４
月
18
日
㈮
午
前
10

時
〜

▼
講
師　

川か
わ

口ぐ
ち

真ま

由ゆ

美み

（
ト

ラ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
代
表
）

聴
い
て
感
じ
て
楽
し
ん
で
、
音

楽
の
引
き
出
し
を
い
っ
ぱ
い
に

で
き
る
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
。

▼
と
き　

４
月
24
日
㈭
午
前
10

時
〜

▼
講
師　

谷や

津づ

倉く
ら

え
り
（
リ
ズ

キ
ッ
ズ
代
表
）

※
詳
細
は
、
両
教
室
と
も
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
定
員　

各
日
程
15
組

▼
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
親

▼
参
加
費　

無
料

▼
と
こ
ろ　

希
望
の
家
研
修
室

１▼
申
込
・
問
合
先　

希
望
の
家

（
☎
３
７
‐
４
１
９
１
）

●
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室

　

最
近
の
新
し
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ス
タ
イ
ル
に
「
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く

こ
と
で
、
正
し
い
姿
勢
の
ま
ま

歩
幅
を
広
げ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

歩
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
腰

や
膝
へ
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
上
半
身
も
積
極
的
に

動
か
す
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
比
べ
て
、
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
ま
す
。

　

こ
の
「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
地
域
に
広
め
る
た
め
に

３
カ
月
間
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

４
月
25
日
、
５
月
２

日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日
、
６
月
６
日
・
13
日
・
27
日
・

７
月
４
日
・
11
日
・
18
日
（
12

日
間
、
す
べ
て
金
曜
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
対
象　

次
の
①
〜
③
全
て
に

該
当
す
る
人

①
12
回
の
教
室
す
べ
て
に
参
加

で
き
る
人

②
医
師
に
よ
る
運
動
制
限
の
な

い
人

③
教
室
終
了
後
も
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
ら
れ
る

人▼
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師　

長は

谷せ

川が
わ

弘ひ
ろ

道み
ち

さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

▼
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
水
分
、
運
動
靴

（
室
内
用
・
屋
外
用
）

※
講
習
会
時
の
ポ
ー
ル
は
、
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
ご
希
望

の
人
は
、
申
し
込
み
時
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

30
人

▼
申
込
期
間　

４
月
２
日
㈬
〜

18
日
㈮
（
先
着
順
）
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暮らしのガイド
▼
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）。

▼
そ
の
他　

３
カ
月
間
の
講
習

会
終
了
後
は
、
五
条
川
沿
い
で

継
続
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
際
に
必
要

な
ポ
ー
ル
は
、
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
科
学
ク
ラ
ブ
岩
倉

　

理
科
実
験
や
モ
ノ
づ
く
り
を

通
し
て
科
学
の
面
白
さ
を
体
験

す
る
講
座
で
す
。

▼
内
容
・
と
き

★
光
の
ふ
し
ぎ　

５
月
18
日

㈰
、
６
月
15
日
㈰
、　

７
月
13

日
㈰

★
真
夏
に
雪
を
作
ろ
う　

８
月

10
日
㈰

☆
電
動
紙
飛
行
機
の
製
作　

９

月
14
日
㈰

★
圧
電
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

製
作　

10
月
26
日
㈰
、
11
月
16

日
㈰

☆
オ
ル
ゴ
ー
ル
こ
ま
作
り
（
電

子
工
作
）　

12
月
14
日
㈰

☆
簡
易
台
の
製
作　

平
成
27
年

１
月
18
日
㈰

☆
ガ
チ
ャ
で
ジ
ャ
イ
ロ
こ
ま　

平
成
27
年
２
月
15
日
㈰

※
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

く
す
の
き
の
家

▼
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上

（
保
護
者
同
伴
可
）

▼
定
員　

15
人 （
先
着
順
）

▼
受
講
料　

年
会
費
１
千
円
と

材
料
費
（
講
座
毎
に
５
０
０
円

ま
た
は
、
１
千
円
）

▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
氏
名・

学
年
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

理
科
サ
ー
ク
ル
ユ
リ

イ
カ

▼
後
援　

岩
倉
市
教
育
委
員
会

※
★
は（
独
）国
立
青
少
年
教
育

振
興
機
構
「
子
ど
も
ゆ
め
基

金
」、
☆
は
岩
倉
市
市
民
活
動

助
成
金
「
い
わ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
助
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　

理
科
サ
ー

ク
ル
ユ
リ
イ
カ
宇
都
宮
貞
文

（
〒
４
８
１
‐
０
０
０
６
北
名

古
屋
市
熊
之
庄
３
１
２
２　

☎
・

０
５
６
８
‐
２
２
‐
０

３
８
９
）

●「
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
」

体
験
学
習

　

県
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
施

設
で
あ
る
「
あ
い
ち
健
康
プ
ラ

ザ
」で
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
指

導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

５
月
22
日
㈭
午
前
９

時
（
出
発
）
〜
午
後
４
時
30
分

（
帰
着
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

あ
い
ち
健
康
プ
ラ

ザ
（
知
多
郡
東
浦
町
）

▼
行
程
・
内
容　

下
表
の
と
お

り▼
集
合
・
解
散
場
所　

市
役
所

※
市
中
型
バ
ス
（
公
用
車
）
で

送
迎
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以

上
で
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指

示
の
な
い
、
こ
の
体
験
学
習
に

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

▼
募
集
人
数　

30
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
し
、
当
選
さ
れ
た
人
に

は
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

４
１
０
円
（
健
康

度
評
価
簡
易
コ
ー
ス
利
用
料
）

▼
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服

装
・
室
内
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

水
分
補
給
用
の
飲
み
物

▼
申
込
期
間　

４
月
２
日
㈬
〜

18
日
㈮

※
は
が
き
の
場
合
は
、
当
日
消

印
有
効
。

▼
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
・
郵
送
可
）。
グ
ル
ー
プ
で

の
申
し
込
み
は
２
人
ま
で
で

す
。
は
が
き
の
場
合
は
、「
あ

い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
申
込
」
と
書

き
、
①
氏
名
②
性
別
③
年
齢
④

郵
便
番
号
・
住
所
⑤
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
１
枚

に
つ
き
２
人
ま
で
と
し
、
全
員

分
の
①
〜
⑤
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
）。

▼
そ
の
他　

昼
食
は
各
自
で
用

意（
プ
ラ
ザ
内
に
飲
食
店
あ
り
）

有
料
施
設
等
の
利
用
は
各
自
負

担▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
〒
４
８
２
‐
０
０
２
４
旭
町

１
‐
20
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

行程・内容
9：00 市役所出発（市中型バス利用）
10：00
～12：30
（２時間30分）

あいち健康プラザ
【健康度評価簡易コース】
①身体測定（身長・体重・血圧・腹囲）
②生活習慣チェック（生活習慣問診）
③体力チェック
★59歳以下…踏み台昇降・長座体前屈・上体起こし
★60歳以上…10m歩行・長座体前屈・握力・開眼片足立ち
④説明

12：30
～13：30 昼食（各自）

13：30
～14：30
（１時間）

ロコモティブシンドローム予防と運動～運動実技指導～
＜講師＞あいち健康プラザ職員

14：30
～15：30

施設見学（各自）
※健康科学館（有料）・健康情報館・温泉（有料）・ウォーキングコー
ス等があります。近くにJAあぐりタウン「元気の郷」もあります。

15：30 あいち健康プラザ出発
16：30 市役所帰着予定
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介
護
予
防
教
室

●
楽
し
く
頭
と
身
体
を
動

か
そ
う
！
（
く
ら
ぶ

グ
ッ
パ
ー
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
地
域
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
い

き
い
き
と
元
気
に
生
活
し
て
い

け
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
も
い
き
い
き
と
元
気

に
暮
ら
す
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

体
力
な
ど
に
自
信
が
な
く

な
っ
て
き
た
人
も
そ
う
で
な
い

人
も
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き

★
第
四
児
童
館
…
毎
月
（
８
月

は
除
く
）
第
２
木
曜
日
、
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

★
さ
く
ら
の
家
…
毎
月
第
４
水

曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

★
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
…
毎
月

第
４
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

▼
対
象　

市
内
在
住
の
高
齢
者

▼
内
容　

自
宅
で
で
き
る
簡
単

な
体
操
・
脳
を
刺
激
す
る
頭
の

体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど

▼
持
ち
物　

上
履
き
・
水
分
補

給
用
の
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
‐
０

３
０
３
）

相談・
その他

　

 

犯
罪
に
あ
わ
な
い　

犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い　

犯
罪
を
見

逃
さ
な
い

●
春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
４
月
１
日

㈫
〜
10
日
㈭

　

昨
年
、
愛
知
県
は
、
住
宅
対

象
侵
入
盗
の
発
生
件
数
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
り
、
自
動

車
盗
な
ど
の
被
害
も
多
く
発
生

し
ま
し
た
。

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ

か
ら
防
犯
意
識
を
持
ち
、
身
近

な
対
策
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

運
動
の
重
点

★
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止

★
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と

な
り
や
す
い
犯
罪
の
防
止

★
自
動
車
関
連
窃
盗
お
よ
び
自

転
車
盗
の
防
止

★
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

▼
問
合
先　

愛
知
県
県
民
生
活

部
地
域
安
全
課
（
☎
０
５
２
‐

９
５
４
‐
６
１
７
６
）

　

 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故　

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う 

ル
ー
ル

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
㈰
〜
15
日
㈫

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
新
入

学
児
童
や
新
社
会
人
が
、
通
学

や
通
勤
で
新
た
な
交
通
行
動
に

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
不
慣

れ
な
環
境
の
下
で
の
交
通
事
故

の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
気
候
も

よ
く
な
り
、
高
齢
者
が
朝
夕
の

散
歩
な
ど
で
外
出
す
る
機
会
が

増
え
る
と
と
も
に
、
歓
送
迎
会

や
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

り
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
高
齢
者
や
飲
酒

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生

も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
交
通
死
亡
事
故

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
と
い
う
不
名

誉
な
記
録
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守

り
、交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

重
点
実
施
項
目

★
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

★
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

★
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
問
合
先　

江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）

●
愛
知
県
立
名
古
屋
盲
学

校
教
育
相
談

　

見
え
に
く
い
、
見
え
な
い
こ

と
で
困
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の

生
活
や
学
習
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

▼
対
象　

乳
幼
児
、
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生

▼
と
こ
ろ　

愛
知
県
立
名
古
屋

盲
学
校

▼
と
き

★
乳
幼
児
…
月
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、
水
曜
日
午
後
１

時
45
分
〜
２
時
20
分

★
小
学
生
…
火
・
水
曜
日
午
後

３
時
50
分
〜
４
時
50
分（
隔
週
）

★
中
学
生
・
高
校
生
…
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
時
間
は
調
整
し
ま
す
。

※
高
校
生
は
電
話
申
し
込
み
時

に
調
整
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

愛
知
県
立

名
古
屋
盲
学
校
教
頭
、
小
野
田

明
好
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
代

表
飯
田
康
（
視
覚
障
害
支
援
セ

ン
タ
ー
名
古
屋
市
千
種
区
北
千

種
一
丁
目
８
‐
22
☎
０
５
２
‐

７
１
１
‐
０
０
０
９
）

●
尾
張
市
町
交
通
災
害
共

済
平
成
26
年
度
の
加
入

申
し
込
み
は
も
う
お
済

み
で
す
か
？

　

た
だ
い
ま
加
入
申
し
込
み
受

付
中
で
す
。
交
通
災
害
共
済

は
、
加
入
さ
れ
た
会
員
が
交
通

事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ
た
場

合
に
、
交
通
災
害
の
程
度
に
応

じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る

制
度
で
す
。

▼
加
入
資
格　

岩
倉
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人▼
会
費　

一
人
年
額
５
０
０
円

（
９
月
30
日
以
降
に
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
一

人
３
０
０
円
）

▼
共
済
期
間　

加
入
日
の
翌
日

〜
平
成
27
年
３
月
31
日

▼
加
入
申
込
方
法　

平
成
25
年

度
に
加
入
さ
れ
た
世
帯
へ
は
申

込
書
が
す
で
に
郵
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
指
定
の
取
扱
場
所
で
会

費
を
添
え
て
申
し
込
み
を
し
て
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暮らしのガイド
く
だ
さ
い
。

　

新
規
で
加
入
さ
れ
る
場
合

は
、
市
民
窓
口
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

★
取
扱
場
所

・
市
民
窓
口
課

・ 

い
ち
い
信
用
金
庫
愛
北
営
業

部
・
岩
倉
支
店

・ 

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
岩
倉

支
店
・
岩
倉
西
支
店

・
中
京
銀
行
岩
倉
支
店

・
名
古
屋
銀
行
岩
倉
支
店

・
十
六
銀
行
岩
倉
支
店

・
愛
知
銀
行
岩
倉
支
店

（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
〔
郵
便
局
〕
で
の

取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
会
費
の
公
費
助
成　

市
で
は
、

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
の

交
通
災
害
共
済
会
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
会
費
を
市
が
負
担

し
て
加
入
し
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
人
は
ご
自
分
で
手
続
き

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
公
費
助
成
対
象
者　

平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
で
す
。

★
75
歳
以
上
（
昭
和
14
年
４
月

２
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

★
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故　

自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ

る
人
身
事
故

▼
申
込
・
問
合
先　

市
民
窓
口

課
窓
口
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
７
）

●
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
と
は
…

　

狂
犬
病
は
、
咬
傷
な
ど
か
ら

侵
入
し
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
神

経
が
侵
さ
れ
る
病
気
で
、
発
症

す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
死
に
至

る
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
現
代
の

医
学
を
も
っ
て
し
て
も
有
効
な

治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

で
は
昭
和
32
年
以
来
国
内
で
狂

犬
病
に
か
か
っ
た
犬
の
発
生
を

見
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
18
年

に
は
２
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
咬

ま
れ
、
国
内
で
発
症
し
、
死
亡

し
て
い
ま
す
。
ま
た
世
界
保
健

機
構
に
よ
る
と
、
外
国
で
は
年

間
約
５
万
５
千
人
が
狂
犬
病
で

死
亡
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
海
外
と
の
交
流
が
容

易
に
な
っ
た
昨
今
、
日
本
国
内

で
狂
犬
病
が
発
生
す
る
危
険
性

は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

予
防
す
る
に
は
…

　

こ
の
恐
ろ
し
い
狂
犬
病
で
す

が
、
有
効
な
治
療
法
は
現
在
の

と
こ
ろ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
感
染
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
犬
に
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
さ
せ
、
免
疫
を
つ
け

さ
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
で
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射

を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
生
後
90
日
を
過
ぎ

た
ら
必
ず
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

毎
年
１
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。

集
合
注
射
の
案
内
…

　

市
で
は
下
表
の
と
お
り
狂
犬

病
予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
。
日
時
と
場
所
を
確
認
の
う

え
、
最
寄
り
の
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
（
状
況
に
よ
っ
て
予

定
時
間
よ
り
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。
狂
犬
病
予
防
注
射

の
お
知
ら
せ
は
が
き
が
、
登
録

さ
れ
て
い
る
飼
養
者
あ
て
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
射
会
場

に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
内
容
に
誤
記
、
変
更
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
内
容
を
訂
正

し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
問

診
票
は
飼
養
者
の
人
が
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事

故
防
止
の
た
め
、
会
場
へ
は
飼

い
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
お
連

れ
く
だ
さ
い
。
犬
の
ふ
ん
は
飼

養
者
の
責
任
で
も
っ
て
始
末
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
射
料
金　

注
射
料
金
は
１

頭
３
千
４
０
０
円
で
す
（
内
訳

…
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金
２
千

８
５
０
円
、
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
交
付
料
５
５
０
円
）。
登

録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
犬

の
登
録
手
数
料
３
千
円
が
必
要

で
す
。
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
注
射
料
金
が
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付　

個
別
に
動
物
病
院
で
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
た
場

合
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

獣
医
師
発
行
の
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
明
書
を
お
持
ち
に
な

り
、
環
境
保
全
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
（
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
交
付
料
５
５
０
円
が
必
要
で

す
）。
ま
た
、
犬
が
病
気
や
高

齢
な
ど
の
理
由
で
予
防
注
射
が

受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
獣
医

師
発
行
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射

猶
予
証
明
書｣

を
環
境
保
全
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
変
更
の
届
け
出　

登
録
後
、

犬
が
死
亡
し
た
場
合
や
、
犬
の

所
在
地
・
飼
養
者
な
ど
登
録
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

環
境
保
全
課
環
境

グ
ル
ー
プ(

☎
３
８
‐
５
８
０

８)

実施日 実施会場 時間

４月１４日（月）
石仏会館 午後　１：00～１：35
八剱会館 午後　１：55～２：30
東町会館 午後　２：50～３：15

４月１５日（火）
大矢公園 午後　１：00～１：20
大上市場会館 午後　１：40～２：20
西市町新いづみ公園 午後　２：40～３：05

４月１６日（水）
大山寺町生田明神社 午後　１：00～１：25
曽野町公会堂 午後　１：45～２：10
大市場町公会堂 午後　２：30～２：55

４月１７日（木）
北島町公会堂 午後　１：00～１：40
野寄町公会堂 午後　２：00～２：25
川井町白山社 午後　２：45～３：10

４月１８日（金）
大地町坂折社 午後　１：00～１：40
稲荷町稲荷社 午後　２：00～２：25
下本町神明生田神社 午後　２：45～３：10

４月２５日（金）
八剱会館 午後　１：00～１：30
稲荷町稲荷社 午後　１：50～２：20
下本町神明生田神社 午後　２：40～３：10
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●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
年
間

を
通
じ
て
献
血
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

春
先
は
気
候
の
変
化
に
伴
い

体
調
を
崩
す
人
が
多
く
、
献
血

者
が
減
少
し
て
血
液
が
不
足
が

ち
に
な
り
ま
す
。

　

輸
血
用
血
液
の
安
定
的
な
確

保
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
５
日
㈯

▼
と
こ
ろ　

八
剱
憩
い
の
広
場

五
条
川
河
畔

▼
受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時

▼
問
合
先　

岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）

●
サ
ラ
金
お
よ
び
悪
質
商

法
の
相
談
料
を
補
助
し

ま
す

　

気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金

融
（
サ
ラ
金
）
の
利
用
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま

す
。ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
前
に
、

で
き
る
限
り
早
く
法
律
の
専
門

家
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
弁
護

士
会
が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ

金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」

（
初
回
の
相
談
料
は
無
料
。
２

回
目
の
相
談
料
を
補
助
し
ま

す
）
と
「
消
費
生
活
相
談
」
に

相
談
さ
れ
た
場
合
に
、
相
談
料

の
５
，
２
５
０
円
を
補
助
し
て

い
ま
す
。補
助
を
受
け
る
に
は
、

事
前
に
市
民
相
談
室
で
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

市
民
相
談
室
（
☎

３
８
‐
５
８
２
２
）

●
適
応
指
導
教
室
「
お
お

く
す
」
を
開
設
し
て
い

ま
す

　

岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難

で
、
不
登
校
お
よ
び
そ
の
傾
向

に
あ
る
市
内
に
在
住
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
適
応
指
導
教

室
「
お
お
く
す
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
「
お
お
く
す
」
で
は
、
個
に

応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

を
取
り
戻
し
、
心
の
居
場
所
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
再
び
学

校
へ
戻
る
活
力
や
社
会
に
適
応

し
て
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
適
応
指
導
教
室
ま
た
は
、

学
校
教
育
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
入
室
に
つ
い
て
は
協
議

後
に
決
定
し
ま
す
。

▼
開
設
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝

祭
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

▼
と
こ
ろ　

適
応
指
導
教
室

（
中
本
町
西
出
口
15
‐
１
く
す

の
き
の
家
２
階
）

▼
入
室
方
法　

在
籍
す
る
学
校

や
適
応
指
導
教
室
、
学
校
教
育

課
と
相
談
の
う
え
、
在
籍
す
る

学
校
を
通
し
て
入
室
の
申
し
込

み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
用
紙
は
市
内
小
中
学
校
、

学
校
教
育
課
、
適
応
指
導
教
室

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）
ま
た

は
、
学
校
教
育
課
学
校
教
育
グ

ル
ー
プ（
☎
３
８
‐
５
８
１
８
）

愛知県後期高齢者医療制度の協定保養所利用助成事業

　被保険者の皆さんの健康の保持・増進を目的に、次の協定保養所に宿泊する場合、１人１泊につき１,０００
円を助成します（４月１日から翌年３月３１日までの１年間で、全保養所合わせて４泊まで利用できます）。

場所 協定保養所名 電話番号
犬山市 レイクサイド入鹿 ０５６８－６７－３８１１
桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 ０５９４－４２－３３３０
東浦町 あいち健康プラザ ０５６２－８２－０２３５
田原市 シーサイド伊良湖 ０５３１－３５－１１５１
蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ０５３３－６８－４６９６
豊田市 豊田市　百年草 ０５６５－６２－０１００

ご利用方法
　利用される人は、申込時に協定保養所へ「愛知県後期高齢者医療制度の被保険者」であることを伝え、宿
泊当日、保養所の窓口で後期高齢者医療の保険証および、利用カード（初回利用時に交付）を提示してくだ
さい。精算時に利用料金に対し、１,０００円を助成します。
▶問合先　愛知県後期高齢者医療広域連合給付課（☎０５２－９５５－１２０５）まで。
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予約の多かった本
（１月～２月）

①昭和の犬
 （姫

ひめ

野
の

　カオルコ）
②ペテロの葬列
 （宮

みや

部
べ

　みゆき）
③恋歌
 （朝

あさ

井
い

　まかて）

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

図
書
館（
☎
３
７
‐
６
８
０
４
）

（
４
月
は
毎
週
月
曜
日
と
月

末
日
が
お
休
み
で
す
）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
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書

★
約
束
の
海

 

山や
ま

崎ざ
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よ

子こ

著

★
ち
ょ
っ
と
心
配
な
健
康
診
断

の
数
値
が
す
ぐ
に
わ
か
る
本

 

和わ

田だ　
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か

士し

監
修

児
童
新
着
図
書

★
な
ぞ
な
ぞ
フ
ッ
フ
ッ
フ
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武た
け

田だ　

美み

穂ほ

作

★
親
子
で
学
ぶ
は
じ
め
て
の
書

道

 

石い
し

飛と
び　

博は
っ

光こ
う

監
修

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の
予

約
が
で
き
ま
す
）。

個人住民税の特別徴収についてお知らせします
　市では、個人住民税の特別徴収義務者の指定推進に取り組んでいます。地方税法の規定に該当する事業所
につきましては原則全ての事業所を特別徴収義務者に指定します。

個人住民税とは
　個人の市民税と県民税を合わせた呼称で
す。個人住民税は私たちの日常生活に関わ
る、県や市町村の仕事である、福祉、保健、
教育、ごみ、消防、道路などの費用を住民
が分担しあう性格の税金で、地域社会を支
える会費のようなものです。

特別徴収とは
　事業所が従業員に支払う給与から毎月個人住民税を天引
きし、従業員にかわり市町村に納める方法です。
　給与から天引きする金額は、年税額と各月ごとの金額が
記載された「特別徴収税額通知書」を５月末までに事業所
に送付します。事業所の担当者が所得税のように税額を計
算する必要はありません。

特別徴収義務者の指定
　地方税法の規定により、所得税の源泉徴収義務のある事業所は、原則として特別徴収義務者に指定されます。
特別徴収の対象となる人
　前年に給与所得があり、その年の４月に雇用されていて毎月の給料が支給される見込みの人であれば、正
規雇用だけでなく非常勤、パートなどの人であっても特別徴収の対象となります。
納入時期
　６月から翌年５月までの年１２回の給料から天引きし、翌月の１０日（１０日が土・日曜日、祝日の場合
は翌営業日）までに納入していただきます。
　なお、従業員が常時１０人未満の事業所は、納期の特例の制度を利用することができます。 これは申請を
して、市長の承認を受けることで、６月から１１月分を１２月１０日まで、１２月から５月分を６月１０日
までの年２回に分けて納入するというものです。
特別徴収の流れ

※給与収入がある人へのお知らせ
　お勤めの会社で給与以外に収入（２カ所以上の会社での給与、不動産所得、譲渡所得など）のある人は、
住民税額のうち、主たる会社での給与以外の収入に係る部分の税額を給与天引きではなく、自分で納付する
ことができます。希望される人は申出書を提出していただく必要があります。 ４月１６日（水）までに税務
課課税グループへ提出をお願いします（既に確定申告書で希望を記入済みの人は除きます）。
※申出書については、岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）からダウンロードできます。また、市役
所２階税務課でも配布します。
▶問合先　税務課課税グループ（☎３８－５８０６）

従
業
員

事
業
所

市
町
村

③特別徴収税
額の通知

④個人住民税
の天引き

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額決定通知書の送付

⑤個人住民税の納付
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市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

●心の相談電話　☎3
み

7
な

-7
な

8
や

6
む

7
な

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。

▼とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く)

お気軽にご相談ください
市民相談室（☎38－5822）
市 民 相 談

■一般・消費生活相談
月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前９時～午後４時
■消費生活専門相談
毎月第１～第４火曜日午後１時～４時
■法律相談（予約制…定員各６人）
４月８日（火）・２３日（水）
午後１時～４時
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日
は順延）午前９時から、市民相談室で当月
分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。
■登記相談
４月９日（水）午後１時～４時

■不動産相談
４月１０日（木）午後１時～４時
■人権相談
４月１１日（金）午後１時～４時
■行政相談
４月１１日（金）午後１時～４時
■戦没者遺族相談
４月１８日（金）午後１時～４時
■若者の就職相談会
４月２５日（金）午前９時３０分～正午

●
多
重
債
務
者
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時（
４
月
17
日
・

５
月
15
日
・
６
月
19
日
）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
相
談

室▼
相
談
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容　

ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、
借

入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、

借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
予
約
・
問
合
先　

ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
☎
０
８
０
‐
３

２
８
９
‐
７
７
０
４
）

★不用品データバンク★
　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消費
生活のために不用品データバンクをご活用ください。
　なお、物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただき
ます。
登録物品（２月２７日現在）
▶譲ります（有償）　オイルヒーター、幼児用スキーウェア、
幼児用ヘルメット、幼児用手袋、自転車、ソフトコンタクト
用消毒液、ベビー箪笥、電動自転車２６インチ
▶あげます（無償）　手押し芝刈り機、ペット用キャリーバ
ック、ベッド（３段ベッドの一番下）、子供用スキーウェア（上
下）、子供用スキーウェア（上着のみ）、子供用フリース、和
ダンス、机、整理ダンス、テレビ台、幼児用スノーブーツ
▶求めます　オーブントースター、ガスオーブン、家庭用ミ
シン、エアーガン、岩倉中学校野球クラブのユニフォーム、
大人用三輪車、ベビー用チェア、岩倉中学校女子制服（冬服）、
ベビー用の体重計、ワープロ、二段ベッド、炊飯ジャー（5.5
合）、ノートパソコン（WindowsXP以降のもの）
　岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認でき
ます。
▶問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８－５８１２）
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Não coloque nas ruas vasos de 
plantações em gerais
道
ど う

路
ろ

に植
う え

木
き

鉢
ば ち

やプランターなどを置
お

かないで
ください
Vaso de plantação é importante para o meio ambiente, e deixa 

f ileiras de casas e lojas agradáveis.

Mas colocadas nas ruas (incluindo calçadas) se torna obstáculo, 

impedindo a passagem do trânsito.

Pedimos que não coloquem vasos de plantações na ruas, 

porque o pedestre pode tropeçar, e também provocar acidentes 

de automóveis.

Informação (aviso) do Quartel do 
Corpo de Bombeiros
消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

からのお知
し

らせ
Sobre a sirene do carro de bombeiros
Quando o carro de bombeiro entra em ação de emergência, não 

é somente em casos de incêndios. Mas também na mobilização 

de resgates em acidentes de trânsito, vazamento de óleo, 

mobilização de alertas, mobilização de auxílio da equipe de 

emergência, e outros. Quando houver esses tipos de 

mobilizações tocara somente o som da sirene「UOO-UOO-」. 

E em casos de incêndios tocará o som de ambos, da sirene e do 

sino de alarme「UOO-UOO-KAN,KAN」diferenciando o 

tipo de mobilização, portanto quando ouvir「 som da sirene 

não confunda deduzindo que seja FOGO! 」.

Não estacione nas proximidades de hidrantes, 
reservatórios de água, etc
Os hidrantes e reservatórios de água, são utilizados nas 

operações de combate ao fogo pela equipe do corpo de 

bombeiro em casos de ocorrência de incêndios. Solicitamos 

para não estacionar nas proximadades destes locais.

Vacina preventiva da BCG
ＢＣＧ予

よ

防
ぼ う

接
せ っ

種
し ゅ

Aplicar a vacina antes de completar 1 ano de idade. 

Dia 3 (qui), 17(qui) de março - recepção a partir das 13:00 as 

14:00.

※Leve sem falta a caderneta materno-infantil (Boshi techo).

Exame de saúde para criança
乳
にゅう

幼
よ う

児
じ

健
け ん

康
こ う

診
し ん

査
さ

Exame de saúde para crianças:
★Exame de saúde para bebês de 4 meses…Dias 1(ter) e 24 

(qui) de março, recepção a partir das 12:45 as 13:30.

★Exame de saúde para crianças de 1 ano e 6 meses…Dia 

15(ter) de março, recepção a partir das 12:45 as 13:30.

★Exame dental para criança de 2 anos…Dia 11 (sex) de 

março, recepção a partir das 12:45 as 13:30.

★Exame dentário para pais e f ilhos de 2 anos e 6 meses…

Dia 14(seg) de março, recepção a partir das 12:45 as 13:30.

★Exame de saúde para crianças de 3 anos…Dia 8 (ter) de 

março, recepção a partir das 12:45 as 13:00.

Dia da coleta do lixo reciclável
分
ぶ ん

別
べ つ

収
しゅう

集
しゅう

の日
ひ

01/04(ter) ・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・
Ishibotoke Cho

04/04(sex) ・Sono Cho・Inari  Cho・Taisanji  Cho・
Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・
Daiichiba Cho

08/04 (ter)・ Daichi Cho・Daichishin Machi・Chuo Cho・
Minamishin Machi・Kawai Cho・Kitajima Cho・Noyori Cho 

11/04(sex) ・Higashishin Machi (Iwakuradanchi)

15/04(ter) ・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・
Suzui Cho

Dia da coleta de papel velho e roupa 
usada
古
こ

紙
し

と古
ふ る

着
ぎ

の日
ひ

01/04(ter) ・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・
Suzui Cho

04/04(sex)  ・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・
Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho ・Shinyanagi Cho１
ku

08/04(ter)・Saichi Cho・Hon Machi・Miyamae Cho 

Sakaemachi1 Chome 

12/04 (sab)・Higashishin Machi (Iwakuradanchi)

15/04(ter)・Yatsurugi Cho・Kamino Cho・Ishibotoke Cho

● Informações（ ３８－５８０７）
Disponível intérprete em português

ポルトガル語
ご

情
じょう

報
ほ う

コーナー
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～平成２６年度市民活動助成金対象事業のお知らせ～
市では、市民活動団体が実施する公益的な活動に対して助成しています。

「歌声喫茶 in Iwakura」で大いに歌いましょう
　“歌声喫茶”は、団塊世代の皆さんの青春の思い出が詰まった特別な場所。
　懐かしい映画を観て、青春に思いを馳せながら、楽しく声高らかに一緒に歌いませんか。
●とき　４月２９日（火・祝）午後１時～３時３０分（受付：午後零時３０分～）
●ところ　生涯学習センター研修室
●伴奏　アコーディオン（神谷肇さん）、岩倉ハーモニカクラブ、オカリナいぶきの会ほか
●参加費　８００円　歌集は２００円で販売します。
●チケット販売　４月１２日（土）からＮＰＯ法人ＭＯＤＳグリーンファーム事務所（三菱東京ＵＦＪ
銀行岩倉支店東）で販売します（午前１０時～午後３時）。
※当日券の有無は、下記までお問い合わせください。
●問合先　岩倉生涯学習市民の会井上（☎０８０－３０６０－７９８６）または、倉知（☎０９０－４
２６７－２３８６）

さくらと　さくよ　ひとの花
『いわくら・ひと・さくら・まつり』開催します！
●開催期間　４月１日（火）～１０日（木）
　“いわくら”の魅力ある団体やお店を“ひと”の“さくら”に見立て、まち歩きを楽しむ“まつり”です。
市内のお店、農家、市民団体が、まちなかで「見る・聴く・食べる・買う・体験する」といったイベン
トを行います。
●イベント開催日・場所　次の場所で配布するチラシでご確認ください。
●チラシ配布場所　岩倉駅東のアンテナショップ（下本町下市場１１１番地　樋口時計店西隣）
●後援　岩倉市商工会
●問合先　いわくら・ひと・さくら・まつり実行委員会金治（ ６６－０５７６）または、山口
（☎０８０－６９１７－８６２３）

『キレイがい～わ！　い～わくんエコカードプロジェクト』第１弾！
　ごみ拾い活動をより広く市民に行っていただくとともに、市内の企業、お店、市民団体などを知るきっ
かけづくりになるようなプロジェクトを行います。

　●実施期間　４月１日（火）～５月３１日（土）
　　内容はこんな感じイワ。
　①ごみ拾い活動に参加して、まずは『い～わくんエコカード』を手に入れよう！
　②ごみ拾い活動などでスタンプを集めよう！
　③貯めたスタンプが協力店等で使えるよ！
　※詳細は「い～わくんエコニュース」をご覧ください（市民プラザ等に設置）。

　音楽あり！　ダンスあり！　太鼓あり！　武将隊あり！　のイベントを開催します。
●とき　４月６日（日）午前１０時～午後３時
●ところ　リファイン岩倉駐車場　下本町城址７８－７
　　　　　（雨天時は、市民プラザ多目的ホール）
●参加費　無料
●問合先　ひと・さくら・まちづくり山口（☎０８０－６９１７－８６２３）

～ひとの花を咲かせましょう！　年中咲いて
る花がある。今年も見せますひとの花！～



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先　秘書課広報広聴グループ（☎38-5802）まで。

み クリーンアップ五条川2014

んなの力で五条川をきれいに
　３月８日（土）、五条川の清掃を行うクリー
ンアップ五条川2014が行われ、市民やボラ
ンティア団体の総勢約750人が参加しまし
た。これは、多くの人たちが訪れる桜のシー
ズンを前に五条川をきれいにする活動で、岩
倉の水辺を守る会の呼びかけにより毎年行わ

れており、今年で29回目となりました。
　小雪の舞う厳しい寒さの中、参加した人た
ちは、空き缶や折れて落ちた木の枝などを川
から拾いあげました。清掃後には、青空昼食
会として五目御飯と豚汁が振る舞われ、冷え
た体を温めていました。

　３月９日（日）、生涯学習センターで岩倉市国際交流
協会による料理教室「世界のお惣菜」が行われました。
　今回はベトナムの家庭料理で揚げ春巻きなどを作りま
した。揚げ春巻きはサクッとした食感で参加した人たち
は舌鼓を打ち、できあがった料理を満喫していました。

五 世界のお惣菜

感で感じるベトナム料理 　３月９日（日）、総合体育文化センターで第24回ダン
ス＆体操発表会が行われました。
　老若男女問わず、多くの人が日ごろの活動の成果を発
表しました。ジャズダンスや太極拳、フラダンスに健康
体操などジャンルも幅広く、会場に訪れた人たちも一緒
に楽しみました。

会
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平成26年4月1日37
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※八剱憩いの広場の前日の夜は行いません。
★印は、保健センターで行います。
　休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。

広報いわくら音声版（ＣＤ）を用意しています。
どなたでもお聴きになれますのでご利用ください。
●問合先　秘書課広報広聴グループ（☎38－5802）

●毎月２回　１日・１５日発行
●岩倉市ホームページアドレス
　http://www.city.iwakura.aichi.jp/
●岩倉市Ｅメールアドレス（代表）
　koho.prsec@city.iwakura.lg.jp
●編集　総務部秘書課広報広聴グループ
●発行　岩倉市役所
〒482－8686愛知県岩倉市栄町一丁目66番地
☎ 0587－66－1111　FAX0587－66－6100

岩倉市の人口／47,550人
男性／23,675人
女性／23,875人
世帯数／20,409世帯
（３月１日現在）

前月比 －4人
±0人
－4人

   ＋21世帯

前年比 －263人
－142人
－121人

＋102世帯

1 火
★４か月児健康診査
分別収集／八剱町※・井上町・神野町・石仏町
古紙と古着の日／中本町（お祭り広場、白山公
園では行いません）・東町・中野町・鈴井町

2 水 ★健康チェックの日
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

3 木 ★母子健康手帳の交付　★ＢＣＧ

4 金
★乳幼児健康相談　★プレママと新米ママ教室
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山
寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町
古紙と古着の日／下本町（お祭り広場では行いません）・
昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町・新柳町１区

5 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

6 日
休日急病診療（檜木治幸　いわくらメンタ

ルクリニック）
日曜市役所（証明発行業務）開設（８：30～12：00）
日曜資源回収ステーション（清掃事務所９：00
～12：00）

7 月

8 火
★３歳児健康診査
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新
町・川井町・北島町・野寄町
古紙と古着の日／西市町・本町・宮前町・栄町一丁目

9 水 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

10 木 ★母子健康手帳の交付

11 金 ★２歳児歯科健康診査
分別収集／東新町（岩倉団地）

12 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地）

13 日
休日急病診療（清水美仁　しみず眼科クリニック）

日曜市役所（証明発行業務）開設（８：30～12：00）
正午から市役所市民スペースはお休みです
日曜資源回収ステーション（消防署東側防災
公園９：00～12：00）

14 月 ★２歳６か月児親子歯科健康診査

15 火
★１歳６か月児健康診査
分別収集／中本町・東町・中野町・鈴井町
古紙と古着の日／八剱町・神野町・石仏町

4月のカレンダー
●戸籍、住民票、印鑑登録、国民健康保険、後期高齢者医療等
　市民窓口課（☎０５８７－３８－５８０７）
●ごみの収集・処理、犬・猫などのペットの死体処理、
　公害、環境保全　等
　環境保全課（☎０５８７－３８－５８０８）
●保育園、児童福祉、児童手当　等
　児童家庭課（☎０５８７－３８－５８１０）

防災無線テレホンサービス
　☎0587－37－0099
消防テレホンサービス
　☎0587－38－3119
救急医療情報センター
　☎0586－72－1133
休日急病診療所（日曜日・祝日）
　☎0587－66－4708
　受付　 9：00～11：30
　　　　13：00～16：30
小児救急外来
　江南厚生病院内（こども救急診察室）
　☎0587－51－3333
　○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日
　　受付　 8：30～16：30
　○第1・3土曜日
　　受付　12：20～16：30
　愛知県小児救急電話相談
　☎＃8000
　☎052－962－9900
　○毎日
　　受付　19：00～23：00

確認してください

お近くの 避難場所

長瀬
公園
長瀬
公園

東町東町
昭和橋昭和橋

東町会館東町会館

㉓東町会館
　東町会館は昭和橋と長瀬
公園の間、東町の交差点に
位置しています。
　所在地は東町東市場屋敷
３５１－１です。一度ご確
認ください。
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